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はじめに

はじめに     　　　　 高橋そよ

　私たちの暮らしは、さまざまな自然
を利用することによって成り立ってい
ます。人間は自然からもたらされるも
のを、食べものや衣、住いのように生
存に必要なモノや、人間らしく生きる
喜びを育むものへと価値変換させる知
恵や技術を工夫してきました。しか
し、自然は常に恵みをもたらす存在で
あるとは限りません。時には洪水や津
波、地震などの災いとなって、私たち
の暮らしを揺るがすこともあります。
人間はこのような「恵み」と「災い」
が表裏一体となった自然との相互的な
関わりを歴史的に重ねながら、その土
地固有の文化や社会を形成してきまし
た。そして、人新世（Anthropocene）
と呼ばれる現代、私たちのライフスタ
イルそのものが、地域を超えて地球環
境を脅かすグローバルな「災い」の要
因の一つとされる危機が顕在化してい
ます。本書は、私たちの暮らしを、自
然と人との関わりの中へと紡ぎ直そう
と試みる多様な分野の方々と旅をした
フィールドダイアローグの記録です。
コロナ禍という人類史に記憶されるパ
ンデミックを経て、私たちは一緒に同
じ土地をフィールドワークしながら、
自然と人との関わりを多面的にとらえ
るための共感性の育み方や手仕事のあ

り方について語らいました。その挑戦
の途上では、分野や立場、経験、知識、
価値観の違いという深い溝と向き合う
こともあります。しかし、そのよう
な互いの違いや立場を理解し合うこと
は、自分自身の専門性や仕事が果たす
社会的な役割や責任を内省することと
いえるかもしれません。人類学者であ
り、哲学者であったイヴァン・イリイ
チは、著書『Tools for Conviviality（コ
ンヴィヴィアリティのための道具）』
(1973) の中で、これからの道具という
技術は、「人間が人間の本来性をそこ
なうことなく、他者や自然との関係性
の中でその自由を享受し、創造性を最
大限に発揮しながら共に生きるための
ものでなければならない」と述べまし
た。そして、相反しているものが共存
し得たときがコンヴィヴィアリティな
状態であると述べています。人間らし
く社会を構成し、生きるために必要な
ちょうど良い知恵や技術とは、どのよ
うなものなのでしょうか。本書に収め
た対話から、人間性を損なうことなく、
主体的に知識や技法、もの文化を創造
する、私たちの暮らしのあり方を捉え
直す道標となる視点が見つかると幸い
です。
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高橋　今、私たちは、鹿児島県与論島
におります。サンデル先生、声、聞こ
えているでしょうか。

サンデル　Yes.

高橋　今日は、総合地球環境学研究
所の名誉フェローの Prof. Sander Van 
Der Leeuw（以下、サンデル先生）が、
琉球弧の沖縄島と宮古島、与論島と旅
をされてきて、その旅の中でどのよう
なことを考えたのかということを、ぜ
ひ島の若い人たちと一緒にお聞きし
ながら、小さなコミュニティが持続的
に生きていくためにはどうしたら良い
のかを考えたい、その知恵やヒントを
交換し合いたいと思い、今日の井戸端
勉強会を企画しました。私は、今日、
司会をします総合地球環境学研究所
LINKAGE プロジェクトの生存基盤ユ
ニット長の高橋そよと申します。よろ
しくお願いします。
　サンデル先生と旅をする機会がある
ことを総合地球環境学研究所 FEAST
プロジェクトメンバーだった田村典江
さんに相談をしたところ、ぜひ、サン
デル先生と地域の方と一緒に交流する
ラウンドテーブルをしましょうと提案
くださいました。田村さん、まず自己
紹介も合わせて、どうしてこういう会
の企画を提案してくださったのかを教
えていただければと思います。よろし

くお願いします。

田村　ご紹介ありがとうございます。
田村典江といいます。私は、今、大
阪の大学に勤めていますが、ちょう
ど 1 年前まで地球研に所属していまし
た。その頃は、食と農の持続可能性を
テーマに研究をしていまして、漁業も
研究の対象だったので、そのご縁で
高橋さんと、とっても仲良くなりまし
た。本日の参加者のゲストである、サ
ンデル先生は、地球研で長く外部評価
委員をお務めになっていました。皆さ
ん、想像できると思いますが、普通、
外部評価の先生は、とっても偉い先生
で、私たちは、ジャッジされるような
非常に息が詰まる思いをするんですけ
れども、サンデル先生は、本当にとっ
てもいつも励ましてくれて「ここは面
白いから、もっとここをやったらいい
よ」とか、全然、違う「こういうこと
があるんだよ」というふうに、とって
も私たちに優しく、真剣に応援してく
れたんですね。今回、高橋さん、阿部
さん、サンデルさんが参加された国際
シンポジウム "Narrative Insights for 
Emerging Cultures of Sustainability"

（2022 年 10 月 26 日〜 28 日、ドイツ・
ポツダム）で、高橋さんが与論島の漁
具の研究の発表をされて、それを後
で、サンデルさんが「あれは、とって
も良かったね。今度、日本に行くチャ
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ンスがあったら見てみたいね」とおっ
しゃったのも一つの今回の旅のきっか
けだとお伺いしています。その話を高
橋さんに聞いたときに、「自分の調査
地にサンデルさんが来るんだったら、
インタビューだけで終わるのは、絶対
もったいないよ」と私は言いました。
　サンデルさんは、もともとは考古学
がご専門ですが、今は長い期間の人間
の社会の変化と環境の変化の相互作用
とか、あと持続可能性の問題、それか
ら、皆さん、ご承知のように、現代の
環境問題や社会問題というのは、とて
も複雑で、一つの問題の解決が次の問
題を生んでしまうみたいなところがあ
るんですね。そういうことにずっと着
目していろんな研究を見て来られたサ
ンデルさんなので、与論の皆さんが今、
これ、面白いんだけど、これやったら
どうなるのかなとか、もうちょっとこ
こ、こうしたいんだよねというところ
と、サンデルさんのご経験は、絶対に
響き合うと私は確信していました。
　単に偉い先生が日本の地域へ行っ
て、ちょっと話を聞いて終わりにする
のは、絶対もったいないと思ったのが、
今回の企画趣旨です。なので、経歴だ
け見ると、アムステルダム大学、ケン
ブリッジ大学、パリ・ソルボンヌ、ア
リゾナ・ステート・ユニバーシティと、
むっちゃ超偉いご経歴の先生なんです
けれども、とっても元気付けてくれる

先生なので、ぜひ、皆さんと良い対話
ができるといいなと思います。
　もう一つ、与論の皆さんが今、直面
されている課題は、私は世界中で同じ
問題があると思ってるので、そういう
意味でもサンデルさんの幅広いご経験
から、他の国でもこうなんだとか、他
の国でもこうだけど、でも、やっぱり
与論は特にこうなんだ、みたいな話が
できるといいなと思ってます。以上で
す。長くなりました。

高橋　ありがとうございます。今回の
旅の企画の意図を汲み取り、このよう
なダイアローグの機会を提案してくだ
さったことを改めて知り、とってもう
れしいです。では、まず、今ここに、
与論の方もいらっしゃっているので、
それぞれ自己紹介していきたいと思い
ます。こちらのマイクに向かって…、
こちらからいきますか。

佐藤　おはようございます。私は、与
論でエコツアーガイドをやってます佐
藤伸幸といいます。移住して 7 年目に
なります。私自身、与論にはルーツが
なくて、旅行で来たことがきっかけ、
そのまま今は宿泊業とガイド業と飲食
業といった観光の仕事をしています。
どうぞよろしくお願いします。
 
高橋　ありがとうございます。佐藤さ
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んは、地域の方と薬用植物に関する本
（注１）を書かれました。その話も少
しご紹介いただけますか。

注）山悦子 2019「与論島の山さん−薬草に
捧げた人生と幸せな終末へのメッセージ」
KADOKAWA

佐藤　移住してすぐに、70 代後半の
おばあさんとお会いするきっかけがあ
りました。与論では、伝統的な民間療
法がごく最近まで残っていました。そ
のおばあさんは若いときに大病を患っ
て、病気が治らないと診断されたので
すが、島の薬草を、わらにもすがる思
いで使い続けてきたそうです。今では
回復をされ、島の知恵である植物の薬
用利用を 40 年間かけて、未来に残そ
うと継承することに取り組まれてきた
方です。精力的に町民に料理教室など
を行ってきたのですが、足を患ってし
まい、家に引きこもりがちになってし
まいました。そんなときに、2016 年
に僕が移住してきて、おばあさんと出
会いました。僕はおばあさんとの交流
を通して、この人がいなくなるとこの
知恵は継承されなくなるのではないか
と感じ、「何かできることありますか」
とおばあさんにお聞きしました。する
と、今までおばあさんが経験されきた
ことや出来事、与論の素晴らしさを伝
える本にまとめたいとおっしゃいまし
た。私は、そのときに地域おこし協力
隊として役場に勤めていましたが、4

年間かけて地域の歴史や文化をも調べ
るなど内容も事実確認も含めて、校正
編集し、出版するというお手伝いをし
ました。その本の出版のきっかけで、

「野草カフェ」というお店を始めるこ
とになりました。

高橋　ありがとうございます。佐藤さ
んは、ある女性と出会い、島が培って
きた、伝統的な植物の薬用利用をどの
ように継承することができるかを、そ
の方に寄り添いながらお手伝いをされ
てきた。そして、今、カフェとガイド
という仕事を通して、与論の文化と知
恵を伝える場をつくっています。私た
ちもこの 3 日間、島を案内していただ
きました。ありがとうございます。次、
南さんにお願いしたいと思います。お
願いします。

南　皆さん、お疲れさまでございま
す。鹿児島県与論町教育委員会の南勇
輔と申します。この度は、よろしくお
願いします。私は、今、教育委員会で
主に文化財のお仕事、特に発掘関係、
いわゆる考古学関係の遺跡の調査を担
当しております。この他にも与論島に
は、国の重要無形民俗文化財に指定さ
れた伝統的な民俗芸能「与論の十五夜
踊」をはじめ、特徴的な地域文化が色々
とありますので、そのような文化を保
存活用するための行政的なお手伝いを
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しています。それから、高橋先生たち
と一緒にコロナアーカイブから始まっ
た「島の自然と暮らしを考えるゆんぬ
古写真調査」を通して、一緒にいろん
なことを調べたり、あるいは調べても
らったりとか、たまに色々と教えてい
ただきながら、与論の歴史や文化を掘
り起こすことを仕事としています。今
後は、それをどう島のために活用して
いくかを考え、取り組んで行きたいと
思っております。
　なかなか、まだ、できていることも、
できないことあるんですけど、いろん
な方から教えてもらいながら、高橋先
生にもよく手伝っていただいています
けど、そういった形でいろんな人たち
と関わりながら、歴史や文化のお手伝
いをできれば良いなということで、仕
事をさせてもらっております。細かく
言うと長くなりますので…、そういう
ことで。お願いします。

高橋　よろしくお願いします。南さん
については、後から違う質問で聞こう
と思ってるのですが、南さんは、与論
島出身で島の高校を卒業後、沖縄にあ
る琉球大学で考古学を勉強しました。
その後、島に帰ってきて、今は島の歴
史と文化を記録して、伝えることを、
教育委員会という行政の立場から取り
組んでいる方です。島の宝ものともい
える大事な仕事をされている、若手の

ホープです。ありがとうございます。
はい、南さんは島の宝ものです。次、
阿部先生、いきましょう。

阿部　総合地球環境学研究所の阿部で
す。東南アジアを中心に、主に途上国
の農村で調査研究をしてきました。専
門としては地域研究ということになり
ます。最近は日本国内の農村地域を歩
くことも多くなりました。今回は、先
ほど田村さんから紹介あったように、
今回サンデルさんとまず宮古島に行
き、そのあと沖縄島をめぐり、今ここ
与論島に来ています。宮古島、人口い
くらぐらいかな、数万人・・・。

南　ありますよね、結構、人口は 5 万
人ぐらい。

高橋　2005 年に 5 町村が合併し、宮
古島市となりました。2019 年には、
陸上自衛隊宮古島駐屯地​​も開設され、
現在は約 700 人が配属されているそう
です。

阿部　宮古島と沖縄島には、田村さん
と同じ FEAST のプロジェクトの一員
で、今、京大の経済学部で特任助教を
務めている小林舞さんが同行してくれ
ました。サンデラさんの奥さんのア
ニックさんも含めて、4 人で一緒に行
動したわけです。アニックさんはフラ
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ンスの人類学者で、パプアニューギニ
アでの調査経験が長い方です。
　4 人とも専門が異なり、関心も違い
ます。同じ場所に行っても、自分とは
違う所を見ています。同じ地元の方に
話を聞いても、自分では思いつかない
質問をします。なぜそんなものを見て
いるのか、なぜそんなことを聞くのか。
そうした「違和感」もおもしろかった
のですが、さらにその日に見たことや
聞いたいことについて、車での移動中
や食事のときに、いろいろ議論を重ね
ることができたことも、楽しかったで
すね。こうした作業を通じて、自分の
視野が広くなった気がしました。
　今日は、ここ与論島の 3 人の方にそ
れぞれ違った視点で話をしていただい
て、それを共有していくことになりま
す。サンデルさんがどんな感想を持つ
のか、みなさんがどんな質問をするの
か楽しみです。与論島についての理解
を深めたうえで、この島の将来、さら
に宮古島や沖縄島での見聞を踏まえ
て、少し広く共通の課題についても議
論してみたいですね。地域が抱える課
題は多いですが、将来に向けて何が大
切なのか考えることができたらと思っ
ています。

高橋　ありがとうございました。順番
に私、先いきますね。私は、高橋そよ
と申します。私は、琉球大学で民俗学

を教えています。サンゴ礁で漁をする
漁師さんの研究をしていて、特に自然
と人との関わりの中で育まれてきた知
恵や技術、道具などのもの文化に興味
があります。社会変化の中で、人はど
のように知恵を編み出しながら、生き
続けてきたのだろうかということに関
心があります。その中でも、島という
資源の限られた小さなコミュニティに
おいて、暮らしを維持していく社会的
な仕組みに関心があります。なぜなら、
そこに地球という惑星の中で限りある
資源と向き合わなくてはいけない、人
新世時代を生きる私たちにとって、未
来を考えるための大事なヒントがある
ように思うからです。私自身は、この
ような問題関心を持ち、自然環境や歴
史性の異なる様々な島をゆっくり歩
き、まわっているところです。本日
は、どうぞよろしくお願いします。隣
にいらっしゃるのは、私の大事なパー
トナーである与論町漁業協同組合で働
いていらっしゃる佳さんです。

池田　よろしいでしょうか。池田佳と
申します。与論町漁業協同組合でお魚
を出荷する販売の仕事をさせていただ
いてます。私も与論出身ではなく、東
京都出身であります。主人が与論島の
出身で、結婚して与論島に来ました。
佐藤さんと同じく、7 年前からこちら
に住んでいます。漁業を全く知らない
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状態だった私が、与論の漁師さんたち
と知り合ったことで、人は何のために
生きているのかということを、改めて
考えることがありました。漁師さんた
ちは、食べていくために魚を捕っては
いるのだけれども、その中に楽しみを
見いだしながら生きている姿を見たと
きに、非常に与論の漁師に憧れという
か、大好きになりました。漁師さん
のために何かできないかということを
日々、模索しています。
　小さな島ですし、日本が今、漁業に
対してはだんだん衰退していく時代の
中で、どうやって海と向き合ってきた
漁業が生き残っていくことができるの
か、そしてどうやってこの漁師さんた
ちの笑顔を守っていけるのかという思
いが、常に念頭にというか、心の中に
あります。
　もう一つ、与論島での日々の暮らし
の中で大切にしたいと考えていること
は、海と森とのつながりです。与論島
には、ウンパルという言葉があります。
海と畑という意味なんですけれども、
それを大事にしてきた島ではありま
す。しかし私は今まで与論の人が当た
り前にあって、サンゴ礁の美しさに比
べて、どこか見逃していた森という部
分について、高橋そよ先生と一緒に研
究をされてきた渡久地健先生たちとの
出会いによって気づかされました。大
きな木が生えた森。これが、海に対し

てどのような影響を与えているのか、
そして、その森や大きな木の役目や、
そういったことと海との関連性がどの
ようにあるのかなということを、これ
から考えていきながら暮らしていきた
いなとは思っています。夢ばかり語っ
ている人間です。

高橋　夢を語りましょう。

池田　夢ばかりです。よろしくお願い
いたします。

高橋　次にサンデル先生。自己紹介か
らまず、お願いします。

サンデル 　To me ? Sorry , I d idn’ t 
understand that. I think the important 
thing is that I am not really an 
anthropologist. My wife is a real 
anthropologist and she introduced me 
to anthropology and to working in 
different context with different people. 
So, I am going to try to give you an 
impression that is partly mine, partly 
hers of what we experienced over the 
last few days.
　I want to start with a remark that 
I think is important for your future. 
I think what is very striking is the 
sense of community that you have. 
Community, collaboration, helping 
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each other, those are the important 
things that you need to cultivate and 
to foster if you are going to get your 
own sense of your own future. And 
we saw that everywhere. All of our 
colleagues helped us understand how 
different people collaborated. And 
we also saw, and I think that was 
really, really interesting, the contrast 
between the urban part of this region 
and the rural part of this region. And 
we are very impressed with the fact 
that both the rural islands are actually 
very strong communities. Everybody 
knows everybody. Everybody has 
respect for everybody. Whereas the 
urban situation in the capital here was 
not so strong in that respect. There, 
people have been used to a different 
way of life in which the community is 
not so important and the individual 
is more important. And so, I think 
one of the really precious things you 
have in the islands here is that sense 
of community that keeps you strong. 
That keeps you resilient. So that’ s 
one element.
　Another element that struck us 
is the importance of history here 
in both the outside islands. We saw 
lots of sanctuaries. We saw lots of 
burial places. We heard lots of stories 

about trees, about all kinds of rocks 
and things like that. One of the real 
problems in the western world is that 
we don’ t think too much anymore 
about history. And it is history that has 
the richness on which the community 
actually depends. Because through 
history, little by little, things may 
have changed, but a lot of the values 
that are behind the communities are 
actually historical values. And so, the 
importance of history is another thing 
that struck us over the last few days.
　Now you have also, clearly, lots of 
transition because your islands are 
under the pressure of the Japanese 
government, the American bases 
and all kinds of modern things. My 
personal opinion, and I hope that I 
share that with my wife, is also that 
those pressures, government pressures 
and pressures like that are maybe 
in some ways good, but in one very 
important way, I think they are not 
so good. And that is that they force 
society to think more and more about 
finance. About money. About the 
material things. And in that process, 
in our thinking, we lose a lot of the, 
and now comes the difficult word, 
dimensions, but these other aspects, 
the other sides of what life is all about. 
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And that is what you see when you 
look at Okinawa as a city, and you see 
all these big buildings come up, and 
all this stuff, these resorts and things 
like that which are basically only 
meant for a few people to make more 
money. And I think that is something 
that as a community you are not doing 
so much on the outlying islands, and I 
think that is very, very valuable.
　I have to say that that also, for 
me, is one of the real values of 
Japanese culture because Japan has 
been forced after the Second World 
War to industrialize and to adopt 
all kinds of modern, western ideas. 
But underneath, your culture has 
maintained a lot of the ancient values 
that actually drove your society. And I 
think those are absolutely fundamental 
for your future. If you continue, and 
anybody who continues on the sort 
of strongly capitalist, financial sort of 
motivation, will in the end impoverish 
yourself and create problems for 
yourself because that society can no 
longer keep going. That society is 
coming to an end. And we see that 
in climate change. We see that in the 
exhaustion of resources. We see that 
also in the emphasis on everything 
financial.

　 S o  t h o s e  a r e  s o m e  o f  t h e 
impressions. I have more impressions 
and more stories, but I will, for the 
moment, see this as an answer to 
some extent to your first question, 
what was our experience during this 
trip. But before I stop, I want to 
thank everybody who has been with 
us. Everybody who has been helping 
organize this particular meeting, 
people in RIHN, people here, people 
in the other islands. We found a very, 
very pleasant atmosphere with very 
helpful people. And that is something 
quite extraordinary in this world. And 
so, thank you very much all of you for 
your contributions to the success of 
our trip. I think it’ s over to somebody 
else.
　（私ですか？ごめんなさい、わかり
ませんでした。まず重要なのは、私は
人類学者ではないということです。妻
は本物の人類学者で、私に人類学を教
えてくれたし、さまざまな人々とさま
ざまな文脈で仕事をすることを教えて
くれました。だから、この数日間で私
たちが経験したことについて、部分的
には私の、部分的には妻の印象をお伝
えしようと思います。
　まず、みなさんの未来にとって重要
だと思われる発言から始めたいと思い
ます。とても印象的だったのは、みな
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さんが持っている共同体意識です。コ
ミュニティ、協調性、助け合い、これ
らは、自分たちの将来について自分た
ち自身の感覚を得ようとするならば、
培い、育む必要のある重要なものだと
思います。そして、私たちはいたると
ころでそれを目の当たりにしてきまし
た。すべての同僚が、さまざまな人々
がどのように協力しているかを理解す
る手助けをしてくれた。また、この地
域の都市部と農村部のコントラスト
も、実に興味深かった。そして、どち
らの地方の島々も、実際には非常に強
力なコミュニティの集合体であるとい
う事実に、私たちは非常に感銘を受け
ました。みんながみんなを知っている。
みんながみんなを尊敬している。一方、
都市部では、そのような傾向はあまり
見られないでしょう。そこでは、人々
はコミュニティがそれほど重要ではな
く、個人がより重要であるという異な
る生活様式に慣れてしまっています。
だから、この島々にある本当に貴重な
もののひとつは、「共同体という感覚」
なのだと思います。そのおかげで、回
復力が保たれる。それがひとつの要素
です。
　もうひとつ私たちを驚かせたのは、
島々における歴史の重要性です。私た
ちはたくさんの聖なる場所を見まし
た。埋葬地もたくさん見ました。木々
や岩にまつわる話もたくさん聞きまし

た。西洋世界における本当の問題のひ
とつは、私たちが歴史についてあまり
考えなくなっていることです。そして
歴史こそが、コミュニティが実際に
依存している豊かさを持っている。な
ぜなら、歴史の中で少しずつ物事は変
わってきたかもしれないが、共同体の
背後にある価値観の多くは、実は歴史
的な価値観だからです。歴史の重要性
というのも、ここ数日間で私たちが感
じたことのひとつです。
　皆さんの島々もまた、明らかに多く
の変化の中にあります。というのも、
日本政府の圧力、米軍基地、そしてあ
らゆる種類の近代的なものの圧力下に
あるからです。私の個人的な意見です
が、妻もこの考えを共有してくれてい
ると思いますが、こうした圧力、つま
り政府による圧力やそのような類の圧
力は、ある意味では良い面もあるかも
しれませんが、一つの非常に重要な点
において、あまり良くないと考えてい
ます。それは、それらの圧力が社会に
対して、金融について、お金について、
物質的なものについて、ますます考え
るよう強いているということです。そ
してその過程で、私たちの思考の中
で、多くのもの——ここで難しい言葉
になりますが——次元、つまり人生と
は何かということの他の側面、他の面
を失ってしまうのです。
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　それは、沖縄を都市として見たとき
に目にするものです。これらすべての
大きな建物、そしてこうしたもの、リ
ゾート施設などといったものは、基本
的には少数の人々がより多くのお金を
稼ぐためだけに作られています。そし
て、それはコミュニティとして、皆さ
んが離島ではあまり行っていないこと
だと思いますし、それは非常に、非常
に価値のあることだと思います。
　第二次世界大戦後、日本は工業化を
余儀なくされ、あらゆる近代的な西洋
の考え方を取り入れざるを得ませんで
した。しかし、その根底には、日本社
会を実際に動かしてきた古くからの価
値観の多くが維持されている。そして
それは、みなさんの将来にとって絶対
に必要なものなのです。このまま資本
主義的、金融主義的なモチベーション
を持ち続ければ、結局は自分自身を貧
困化させ、問題を引き起こすことにな
るでしょう。そのような社会は終わり
を迎えようとしている。それは気候変
動にも表れているでしょう。資源の枯
渇にもそれが表れている。経済的なも
のばかりが強調されることにもそれが
表れている。
　以上が、この旅の印象の一部です。
もっと印象に残ったことやエピソード
はあるのですが、ひとまず、この旅で
私たちが経験したことは何かという最

初の質問に対するある程度の答えとさ
せていただきます。しかし、その前に、
ご一緒してくださったすべての方々に
お礼を申し上げたい。総合地球環境学
研究所の人たち、ここにいる方々、他
の島で出会った方々の全てに。私たち
は、とても親切な人たちと、とても楽
しい雰囲気の中で過ごすことができ
た。これはこの世界では非常に珍しい
ことです。私たちの旅を成功に導いて
くれた皆さん、本当にありがとうござ
いました。では、この辺で失礼します。）

高橋　ありがとうございました。今、
歴史の重要性ということのお話をいた
だきました。まず、今日は、この歴史
の重要性について考えることから始め
たいと思います。与論島に最初に着い
た日、日曜日の夕方だったのですが、
南さんに与論島の歴史的な場所を案内
いただきました。その中でも、与論城
と呼ばれる、高い所にあるお城を案内
いただきました。現在、与論町では、
ちょうど文化財調査として発掘をされ
ている、島の歴史や文化を考える上で
大事な場所でした。まず初めに、南さ
んにお伺いしたいのですが、南さん、
与論高校を卒業され、大学進学時に、
多分、いろんな選択肢、こんなこと勉
強したいなという選択肢があったと思
うんですけども、その中でも、なぜ考
古学を学ぶことを選んだのでしょう
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か。まず、そこからお伺いしたいと思
います。

南　私がなぜ、考古学に興味をもった
のかということですが、もともと、歴
史が好きでございまして、テレビでも

『世界ふしぎ発見！』という、日本で
有名なテレビ番組がありますが、これ
をよく見ていました。それで、大学進
学を考える際に、幾つか考えはしたん
ですけど、せっかくだったら歴史的な
ところを勉強してみて、もしうまく枠
があったら、どこかの博物館に入れる
といいなというぐらいの感じでした。
　個人的にもう一つ、やっぱりこの道
で行こうかなと思ったきっかけが、高
校を卒業した後に、しばらくコロナ禍
で自粛していて、最近では復活したん
ですが、各家に集まって地域のおじさ
んたちが頑張ってこいよと島を立つ子
どもたちを励ます「飲み会」があるん
ですよ。そのときにうちの集落のおじ
さんで、役場にいた方なんですけど、
歴史や発掘、文化財に関連する仕事が
教育委員会にもある、と。当時、与論
はまだ発掘調査をやってなかったの
で、与論島でもできることになるかも
しれないし、そういった所も鹿児島県
内各地や沖縄もあるはずだけど、「島
に帰ったらそういう仕事を狙えるかも
よ」と言ってくれたのが、与論島でも、
そういう仕事をできたらいいなと思っ

たのがきっかけでした。
　あとは、考古学と一緒に民俗学にも
少し興味がありまして。私が高校生の
時に、琉球大学の社会人類学の先生方
がうちの集落に調査にいらっしゃって
いました。父からも、先生たちがきっ
とよくしてくれるはずよと勧められて
たのもあり、実際、琉球大学に入って
みたら社会人類学の先生方によくして
いただきました。
　また大学と大学院では考古学のゼミ
で研究をしてきたのですが、実習で鹿
児島の本土へ行きますと、あちらの県
の文化財関係者の方ともお話しする機
会がありました。その中で、与論島に
も文化財などいろいろとあるし、まだ
担当者いないから頑張ってねと、軽く
あおり立てられまして。それがきっか
けで、いつかは島でできたらいいな
と目指してやってきました。島には島
に対する郷土愛的なこともありはする
のですけど、仕事をする中で、島の
データがないというのは、島の歴史や
文化を理解するためにも難しいと思い
ました。琉球列島の他の島々では、土
器のデータやお城などの情報が収集さ
れ、Web サイトなどでも公開が勧め
られています。しかし、与論島にはま
だまだ情報がない。ちょうど、奄美群
島と沖縄の中間地点にある与論島の存
在は、琉球弧の歴史や文化を考える上
でも、どういった歴史や文化、人の動
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きがあったのかということは、おもし
ろいテーマじゃないかなと思っていま
す。
　そんなことで、与論という島自体が
非常にフィールドとしておもしろいな
と自分なりに思い、勉強して来ました。
そうした中で、いろんな縁があってと
言いますか、役場のほうで、考古学担
当の応募があり、受けたところ無事に
通って現在があります 。
結局、そういった些細なきっかけでは
ありました。私としては、考古学をす
ることで、島の歴史や文化というのも
重要なんですけど、それ以上に広く東
アジアの海が繋ぐネットワークという
視点から、この島にどうやって人が来
て適応し、どのような関係を他地域と
持ちながら現代に至ったのかというこ
とに興味あります。

高橋　ありがとうございます。南さん
は考古学を学ぶことを選択したきっか
けは、生まれ育ったコミュニティの多
世代が集う集まりの中で、こういうお
仕事もあるということを教えてもらっ
て、自分の進路を考えてきた。そして
今は、島に戻り、大学で学んだことを
今度は伝える側にある。特に、とても
大事だと思ったことは、まだ手づかず
の部分の多い与論島の考古学的調査を
進め、この島の歴史や文化の歩みを記
録するという、次の世代につながるお

仕事をされているということです。
　次、サンデルさんにお聞きしたいと
思います。南さんの案内で、最初に島
の高台にある与論城に行き、お城から
沖縄島を眺めました。与論島は、サン
ゴ礁が隆起したフラットな島なんです
けども、沖縄島の山原の北部のほう
が「高い島」の地形的特徴があり、と
ても大きく見えましたね。大和、日本
と琉球のちょうどはざまにある島の風
景を見たときに、サンデルさんは、あ
の風景からどのようなことを考えたで
しょうか。

サ ン デ ル　The first thing, I 
think, about the other islands is that 
they’ re close by and which basically 
means that the water in between is 
a major way of communicating with 
the islands. That means that there 
is a possibility to create among the 
different islands a wider community of 
ideas, of conceptions about the future, 
and that, I think, is a wonderful 
opportunity because it reinforces 
the opinion of individual people or 
individual islands. So, I think that is 
something that is very, very important.
　Traditionally, in large parts of 
the Pacific, and I had myself the 
experience of that in the Philippines, 
in the situation with islands like that 
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it is the seas that are actually the way 
people relate, and not the land so 
much. So, I think that is an important 
part of looking at all these islands 
from this island or from any other 
islands, that they’ re very close and 
that it’ s easy to get there and the sea 
is calm. And that means that you’ ve 
had lots of opportunities to actually 
communicate and to talk. And that 
means also, that you can innovate 
because you can take ideas that you 
see in other islands and actually bring 
them into your own community.（ 他
の島々について私が思うに、まず第一
に、島々が近くにあるということ、そ
して基本的に、島々の間にある海が
島々との主要なコミュニケーション手
段であるということです。つまり、異
なる島々の間に、より広いアイデアや
未来についての概念のコミュニティを
作り出す可能性があるということで
す。これはとても重要なことだと思い
ます。なぜなら、それは個々の人々や
島の考えを強化するからです。
　伝統的に、太平洋の広い地域におい
て、そして私自身もフィリピンでその
経験をしましたが、そのような島々の
状況では、実際に人々を結びつけるの
は海であって、陸地ではそれほどあり
ません。ですから、この島から、ある
いは他のどの島からであれ、これらす

べての島々を見るときに重要な点は、
それらが非常に近くにあり、そこに行
くのが容易で、海が穏やかだというこ
とだと思います。そして、それは実際
にコミュニケーションを取り、対話す
る多くの機会があったということを意
味します。そしてそれはまた、革新で
きるということも意味します。なぜな
ら、他の島々で見たアイデアを取り入
れて、実際に自分たちのコミュニティ
に持ち込むことができるからです。）

高橋　ありがとうございます。島を繋
ぐという視点から、次、佐藤さんに話
を聞いていきたいと思いますけれど
も、私たち、佐藤さんの案内で島をぐ
るっと回りました。佐藤さんは、島の
外から来た方ですが、佐藤さんは、今
の与論島での役割をどのように考えな
がらガイドをされているのでしょう
か。例えば、新型コロナウィルスのパ
ンデミックによって、一度、島ごとロッ
クダウンになって観光客がほぼゼロに
なった経験をしてきました。しかし、
現在は、再び観光客の数はかなり戻っ
てきてると思います。外の世界とのつ
なぎ役として、佐藤さんの仕事はある
と思うんですけれども、どのような思
いを持ちながら、このように観光業が
再スタートをする時に、今の仕事をさ
れているのでしょうか。
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佐藤　ガイドという仕事なんですけ
ど、私は、日本のお客さまだけではな
く、アジアやヨーロッパのお客さんも
案内する機会があります。それぞれの
国によって、自分のバックボーンとい
うか、歴史性が違うので、例えば、与
論のお墓とか土葬や洗骨の文化を紹介
したときに、全然違う受け取り方をす
るんですよね。それに対して、変な誤
解を与えないように、なぜ、こういう
やり方をしているかというのをまず正
しく伝えるということ。そして、ガイ
ドをやってておもしろいと思うことな
んですけど、その人のフィルターを通
じて、島が全く違った世界に見えるん
ですよね。今まで、いろんな方をガイ
ドしきましたが、1 人として同じガイ
ドがなかった。同じ島で、同じ場所を
案内しているのだけど、毎回、違う結
果になるんです。それが、とても興味
深いと思いながら続けています。
　僕は、海外もいろいろと旅している
んですけど、与論島というのは古き良
き歴史とか文化が奇跡的に守られた島
で、世界的に見てもすごく貴重な所だ
と思っています。案内してて、みんな
今、現代化して疲れてる人が多いんで
すけど、ひと世代前の人類の暮らしを
してるから、懐かしく感じたりとか、
ほっとして、もし道を誤ったら、ここ
に帰ってくればいいよねというような
感想を持って。それが、ヨーロッパで

も、アジアでも、日本の人でも同じ感
想を持つというのが、とってもおもし
ろいと思っています。

高橋　同じ島だけども、いくつもの見
え方が立ち上がってくるというのはお
もしろいですね。阿部先生、今回、一
緒に旅をされていかがでしたか。

阿部　今の佐藤さんのガイドする人の
国籍というか文化、その人、ガイドさ
れる方の背景によって島の見え方が
違ってくると。これ、大事なことなん
だろうなと思いました。サンデルさん
がよく使う、ごく普通の平凡な英語の
言葉なんだけど、dimension というの
があって、どんな島も dimension があ
る。それをどうも僕らは、一つの見方、
一つの使い方、あるいは、一つの価値
だけで見てしまってるんだけど。意外
なことに、いろんな人がこの島を訪れ
て、いろんな見方をすることによって、
島の dimension がさらに増えていくと
いうか。今まで隠れて見えなかったよ
うな dimension が見えてくるようにな
る。そういうことなんだろうなという
気がしましたね。面白いことだな。僕
は、dimension の使い方、サンデルさ
ん、間違ってるかもしれないけど、よ
うやく dimension という言葉、今、使っ
てみましたが、どうですか。
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高橋　サンデルさん、いかがでしょう
か。

サンデル　I think you’ re all right.
But I want to make a point about 
this. In Miyako Island, what was for 
us, for my wife and for myself, a 
really fantastic new dimension was 
all the sanctuaries. Is this better? 
I hope so. OK, thank you. What I 
wanted to say is that for both for 
us, the overwhelming dimension of 
Miyako Island was all the sanctuaries. 
And the fact that everywhere there 
are remains of a past when people 
believed in different things than we 
are now as western or not the western 
people, that used to actually believe. 
And so, what came out of that trip 
was also sort of also a different sense 
of landscape. A different sense of 
landscape for people who are not the 
standard agriculturalist, but people 
who had a very different relationship 
with nature. A much more intimate 
relationship, a much more local 
relationship, and  a much closer 
relationship. And I think that was for 
us a really, really important experience. 
So that is part of what I mean, and 
what you just said, that people from a 
different country bring a very different 

vision, a different perspective to an 
island, and if you interact with them, 
that means that you can also sort of 
gain yourself a different perspective 
on that island.（その通りですね。で
も、これだけは言っておきたいです。
宮古島では、妻にとっても私にとって
も本当に素晴らしい新次元だと思った
のは、すべて聖域だったということで
す。こっちの方がいい？そう願うよ。
よし、ありがとう。私が言いたかった
のは、私たち二人にとって、宮古島の
圧倒的な demention は、すべての聖
域だったということです。そして、西
洋人、あるいは西洋人でない私たちが、
かつて実際に信じていたこととは異な
ることを人々が信じていた過去の遺跡
が至る所にあるという事実。そして、
その旅から生まれたのは、風景に対す
る異なる感覚だった。標準的な農業従
事者ではなく、自然とのまったく異な
る関係を持っていた人々にとっての、
異なる景観の感覚だ。より親密な関係、
よりローカルな関係、より緊密な関係。
そしてそれは、私たちにとって本当に
重要な経験でした。ですから、異なる
国から来た人たちは、島に対してまっ
たく違うビジョン、違う視点をもたら
してくれる。そして、彼らと交流する
ならば、それは自分自身もその島につ
いて異なる視点を得ることができると
いうことを意味しています。）
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高橋　ありがとうございます。自らを
見いだすということ、すごく大事な
メッセージだなと思いました。次、佳
さんなんですけども、漁業協同組合で
働いてる佳さんのご紹介で、私たちは
ある漁師さんのお家に行きました。こ
の方は、与論で伝統的に漁で魚を捕る
ために使っていた道具をコレクション
していて、私たちは、そのコレクショ
ン小屋を訪ねました。そこで、サンデ
ル先生やアニック先生もすごく感動し
て、漁師さんとたくさんの対話をしま
した。まず、サンデル先生、あそこの
漁師さんとの出会い、あそこでマテリ
アルカルチャーを見たときの感想を教
えていただけたらと思います。

サ ン デ ル　Many things. I think 
one thing is that his fishing was a 
fishing to gain a livelinhood, but to 
also respect the environment and to 
respect the fishes and to respect the 
ocean. He used a technology that 
was actually adapted to that situation 
and that did not over catch the fish. 
Actually, a lot of this fishing was line 
fishing or it was a difficult way of 
deep-net fishing. But both were aimed 
to provide enough fish for people to 
live, but to also make sure that you 
didn’ t exhaust the fish that was there. 

I think that was one important lesson.
　The other important lesson was the 
role of technology. He demonstrated 
how at a certain point, not so long ago, 
somebody invented a different way to 
catch squid. And that suddenly gave 
rise to a different part of exploiting the 
ocean. And that gave rise to different 
catches and different commerce and in 
particular, sending a lot of those squid 
once they’ ve been caught actually, 
to the Japanese mainland. And so, 
there is a link between the technology, 
between the market, between the 
society and between the ocean. And 
one of the important things that his 
impression and his talk expressed was 
the importance of that link. That if 
you get outside of that link, either by 
ignoring several of those dimensions, 
for example, if you catch too much 
fish to make too much money and 
don’ t watch the limits of the fish 
itself, then you actually go wrong. And 
so that was a very important lesson for 
us to hear.
　The same thing also came across in 
our long discussion yesterday at the 
museum because the people who are 
running the museum have the same 
attitude. They actually respect humans 
as part of nature and they therefore 
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have a different vision on what people 
can do, how their values can evolve 
and so on and so forth. And so that to 
me is actually a really important part 
of our experience over the last couple 
of weeks, that you can never... the 
ancient Greeks had a wonderful saying 
and it was very simple. And it said, 
“Never too much.” And that meant 
that you could exploit things, but 
you could never exploit them beyond 
reason. And that is, I think, one of 
the biggest problems of the modern 
world because a lot of what we do is 
to exploit beyond reason. And here on 
the islands, I felt a culture that does 
not do that, and I think that was a 
really important contribution of this 
culture, both to the resilience of the 
community and the resilience of the 
relationship between people and their 
environment, but also to the wellbeing 
of the world in a more general sense.

（多くのことをね。ひとつは、彼の漁
業は命を得るための漁業であると同時
に、環境を尊重し、魚を尊重し、海を
尊重するための漁業であったというこ
とです。彼は実際にその状況に適応し
た、魚を捕りすぎない技術を使った。
実際、この漁の多くは一本釣りや引き
縄であったり、難しい網漁であったり
した。しかし、どちらも人々が生活す

るのに十分な魚を提供することを目的
としていましたが、同時に、そこにい
る魚を使い果たさないようにすること
も目的としていました。それがひとつ
の重要な教訓だったと思います。
　もうひとつの重要な教訓は、テクノ
ロジーの役割でした。彼は、それほど
昔ではないある時点で、誰かがイカを
獲る別の方法を発明したことを示し
た。それが突然、海を利用する別の方
法を生み出した。特に、一度獲れたイ
カを大量に日本本土に送ることができ
るようになった。このように、技術、
市場、社会、そして海の間にはつな
がりがある。そして、彼の印象と話が
表現した重要なことのひとつは、その
つながりでした。その関連性から外れ
てしまうと、たとえば、儲けるために
魚を獲りすぎて、魚自体の限界に目を
向けなくなるなど、いくつかの次元を
無視してしまうことで、かえってうま
くいかなくなってしまうということで
す。これは私たちにとって非常に重要
な教訓でした。
　昨日の民俗村での長いディスカッ
ションでも、同じようなことが語られ
た。彼らは実際に人間を自然の一部と
して尊重しており、それゆえに人間が
できることや価値観を進化させる方法
などに関して異なるビジョンを持って
いました。私にとっては、この 2、3
週間の経験で本当に重要な部分だっ
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た。古代ギリシャ人には素晴らしい格
言があり、それはとてもシンプルなも
ので、” Never too much”（多すぎるこ
とはない）というものでした。つまり、
物事を利用することはできても、道理
を超えて利用することはできないとい
うことを意味していました。そして、
それは現代世界の最大の問題の一つだ
と思います。なぜなら、私たちが行う
ことの多くは、理性を超えた過剰利用
だからです。この島の文化は、地域社
会の回復力、人々と環境の関係の回復
力、そしてより一般的な意味での世界
の幸福の両方に、本当に重要な貢献を
していると思いました。）

高橋　ありがとうございます。さまざ
まな道具を編み出してきたところを、
昨日は見てきました。その中で搾取を
しない持続可能な漁をするとことが大
事である一方で、ご飯を食べていくた
めにはどうしてもお金を稼がなくては
いけない。そのバランスをどのように
取っていくかということが、コミュニ
ティを維持していくためにとても重要
になってくると思います。その中で、
佳さんは、漁業協同組合の競り人、競
りを統括するマネージャーというか、
指揮をするコンダクターのようなこと
をされています。まさに、魚の価格が
決まっていくことをマネージメントし
ている、大事なお仕事をされています。

きっとサンデル先生も、佳さんに聞き
たいことが、いっぱいあるんじゃない
かなと思うんですけども、今度はサン
デル先生から、佳さんに聞いてみたい
ことを教えてください。

サンデル　OK. I was very impressed 
when we talked to her, that what 
she does is she tries to find the right 
balance between too much and not 
enough. When a fisherman catches a 
lot, he thinks that maybe he doesn’ t 
need a very high price for the fish. 
When the fisherman doesn’ t catch 
enough, his life is in danger or his 
family’ s life is in danger. And then 
she says, maybe that person has to get 
a little bit more for that fish. So that 
to me was a fascinating way of talking 
about how her role as a mediator in 
this fish market actually worked. And 
so, I have lots of questions about 
it, but one of the most immediate 
guestions that springs to mind right 
now is how does she judge that? What 
are the values and the criteria that are 
important for her in coming to those 
decisions?（私たちが彼女と話したと
き、非常に印象的だったのは、彼女が
していることは、やりすぎと不足の間
の適切なバランスを見つけようとして
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いるということです。漁師が多く獲っ
たとき、彼は魚に非常に高い価格は必
要ないかもしれないと考えます。漁師
が十分に獲れなかったとき、彼の生活
や家族の生活が危険にさらされます。
そして彼女は、おそらくその人はその
魚に対してもう少し多く得なければな
らないと言います。ですから、それは
私にとって、この魚市場における仲介
者としての彼女の役割が実際にどのよ
うに機能しているかについて話す、魅
力的な方法でした。ですから、それに
ついて多くの質問がありますが、今す
ぐ思い浮かぶ最も直接的な質問の一つ
は、彼女はどのようにそれを判断する
のかということです。それらの決定に
至るにあたって、彼女にとって重要な
価値観や基準とは何でしょうか。)

池田　非常に単純な質問なんですが、
非常に難しい質問でもあります。まず、
どうやってバランスを取っているかと
いうところなんですけれども、当然、
魚が多ければ値段は下がります。たく
さんあるので、仲買さん、または、鹿
児島や沖縄の競りでも値段は、当然、
価値が低くなるので、同じ魚でも下が
ります。かといって、逆に今度は、少
な過ぎた場合に、大きな市場では利
用価値がなくなる可能性があります。
今、日本の経済であれば、大きな居酒

屋チェーンですとか、おすし屋さんの
チェーンは、大量に同じ種類の物が欲
しいので、少な過ぎるとまた、値段が
下がるという現象が現代社会では起き
ています。そこで、少ない魚をいかに
高く売るのか。そして、今、現状として、
鹿児島や沖縄の競り値がどれぐらい付
いていて、どれぐらいの出荷量がある
のかというのを事前に知る必要があり
ます。それには、もちろん、県の市場、
大きな市場の担当者とのコミュニケー
ションが非常に必要になってきて。沖
縄ですと、そろそろ大型のマグロ船が
帰ってくるから、明日からマグロが値
段が下がる。そういった情報を先に得
れば、もっとマグロが高く売れる所に
与論のマグロは送ることができます。
　これは、一番、基本の問題がやはり、
コミュニケーションだと思います。多
くの人と話をして、心を通じ合わない
と、商売なのでうそをつく人もいらっ
しゃいますので、その相手の本質を見
て、本当のことを言ってるのかなとい
う部分等を考えなければいけない。た
だ、もっとそれを深掘りすると、やっ
ぱり心と心のつながりですね。そして
それが、最初の一番のメインの質問で
ある、判断の基準はどこにあるのかと
いうことなんですけれども。相手を思
う心に、私は、判断基準を持っていま
す。漁師さんがいかにもうけられるか
なということ。また、島外出荷でセリ
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に出す時に他の県の大きな市場の競り
人も、やはりその方がやりやすいよう
に、少しでもこちらでできることを考
えて、魚の状態をよくして送るですと
か、お互いがお互いを思いやる、そう
いった気持ちを持ってやることを私は
判断基準としてやっておるので。正解
か分かりませんが、今のところは、結
局、魚を売る人、買う人から、ありが
とうという言葉をもらえている状態が
一番いいのではないかなと思っていま
す。

高橋　ありがとうございます。

サ ン デ ル　So if I understand you 
right, you have to be at any time 
informed about the prices and the 
quantities in the other markets. So, 
do you every morning on the web 
or by telephone communicate with 
the market makers in those different 
markets?（私の理解が正しければ、あ
なたはいつでも他の市場の価格と数量
を知らされていなければなりません
ね。では、毎朝ウェブや電話で他の市
場のマーケットメーカーと連絡を取っ
ているのですか？）

池田　はい、そのとおりですね。一番
は、会話、電話が一番メインです。メー
ルですと心が通じない。音、声のトー

ン、うれしそうに言っているのか、困っ
て言っているのか、そのトーンまでを
感じ取ることで相手の考えていること
を読み取ろうとしてやっています。

サンデル　Yeah, OK.

高橋　ありがとうございます。すごく
面白く聞いてました。競りオークショ
ンなので、市場経済ではあるんだけど
も、そこに売る人と買う人の思いやり、
心を伴った市場経済というのをうまく
コントロールというか、うまく判断を
しながらやっているのが、多分ここの
与論の漁業の特徴の一つになるのか
なって思いながら、話を聞いていまし
た。そういう面では田村さん、田村さ
んは日本列島あちこちの漁村であった
り、林業であったり、さまざまな生業
に関わる地域を見てきていますけれど
も。田村さんから聞いてみたいことと
か、田村さんも一緒にこの 3 日間、与
論島を旅しましたけれども、何か感想
であったりとか、聞いてみたいことが
あれば、お願いします。

田村　そうですね。今の佳さんのお
話が結構、私がここしばらくずっと
持ってる問題意識にぶつかってて。今、
消費側が大型化してるので、大規模
チェーンレストランとか、大規模居酒
屋チェーンとかに出そうと思うと、同
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じ大きさの魚をたくさん出荷すること
が喜ばれるんですね。そうすると、天
然の魚よりも養殖のほうがいいよねと
なるんですけど。私は、持続可能な食
をやってるんですけれども、そういう
面からすると、すごい逆効果というか、
後退で。海のお魚って、ちゃんと管理
すれば人間が手をかけなくても育っ
て、永遠に食べ続けられる。というか
人類はそうやって食べてきたのに、そ
れが今の市場経済のシステムだと扱い
にくくなってて、わざわざ人間がお金
をかけてエネルギーをかけて育てた魚
のほうがいいっていうのは、すごい危
ないと私は思ってるんですよね。人間
の持続可能性の手段がどんどん今、削
り取られてると思ってて。それは、私
は魚をやっているので、魚で今もう、
ひしひしと恐怖を感じてるんですけ
ど。
　逆に昨日、与論民俗村を見せていた
だいてお伺いしたのが、昔は何でも自
分たちで作ってたんだけど、今度、経
済成長期になったら、買ったほうが早
くなって、買うようになって。でも、
それじゃちょっと危ないと思って、こ
うやって昔の民具をコレクションして
るんだよねっていうお話を聞いて、同
じ話だなと思ってですね。だから、本
当は島なので、離島なので、他より
もっと持続可能性の手段が多かったは
ず、もっと持続可能だった。京都の街

中だったら死んじゃうような状況で
も、与論だったら何とか生きていける
みたいなことが、昔はきっとあったは
ずなのに今、それがマーケットの関係
で逆転してるのかな、みたいなことを
最近、考えてて。それは、「そうです
ね」と言って、終わりなんですけど。
それをどうやったら元に戻していける
のかなっていう。本当に私、最近、ど
うやったらその持続可能性の幅を各地
で大きくしていけるかなと思ってて。
その辺は、与論の皆さんはどう思って
るの・・・。私はそういうことばっか
り考えてて、与論に行くからそう見え
ちゃうだけで、別に地元の人はあんま
気にしてないのかな。どうなんでしょ
うか。

高橋　どうですか、佳さん。

池田　私の意見として、私は特に 36
年間ほど都会で、東京で暮らしており
ましたので、東京のいい面も知ってま
すし、悪い面も知っておるのですけれ
ども。本当にこの同じサイズ、同じ物
が大量という意味では、農業がまさに
先を行っていたと思います。画一され
たサイズの大根でなければ売れない。
曲がったキュウリは売れないという中
で、ただ、長く続いた結果、今の現状、
少しずつではあると思うんですが、都
会だと高いスーパーなど高級な場所で
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逆に曲がったキュウリですとか、そう
いうものを選ぶ人たち。そういう人た
ちが増えてきているようにも思えま
す。天然なものですとか、作った方の
顔が見えるお米が食べたい、野菜が食
べたいという方たちが増えてきてるよ
うにも思うので。これを漁業も含めて、
捕れた人と食べる人がいかにつながっ
ていけるかというのを、むしろ現代社
会であれば、こういったインターネッ
ト社会ですので、遠い場所にいてもつ
ながれると思うので。そういう部分を
もっと簡単にできていくようなシステ
ムが作り上げられないかなというのは
思います。
　例えば、与論の漁業でいうと、◯◯
丸が捕って来たマグロ。その船の人は
こんな人っていうのを食べる方とつな
がって。今日のこのマグロは、与論の
あの方が捕ったんだよというような部
分ですね。これに関しては、輸送のコ
ストの問題もあったり、いろいろと難
しい問題点は出てくると思うんですけ
れども。以前、単価が高いということ
で、私がやろうと思ったのがペット
フードだったんですね。◯◯丸さんが
獲ったマグロのジャーキー。そうする
と、ペットを子供以上に大切にする飼
い主が多いですからね、私もそうです
けれども。何とかさんが捕ったマグロ
のジャーキーだよ。今度、与論のその
人にお母さんは会ってくるからね、と

いう部分でまた、観光にもつながるか
なというような夢を持ったことがあり
ます。

高橋　ありがとうございます。今、最
初に文化の継承とか、経済。その経済
も思いやりというものがありながら、
続いていくことと、どうやったら、た
だ、持続可能な食とか手段の幅を持た
せていくことができるのかということ
が、田村さんから質問があったと思う
んですね。佳さんもこういうアイデア
をいろいろ出してくださったんですけ
ども。サンデル先生にお聞きしたいの
ですが、例えば、与論とか宮古とか小
さなコミュニティにとって、持続可能
な食や暮らし、あるいは、文化をこれ
からも続いていくために、面白い事例
だったり参考になることがあれば教え
ていただきたいなと思います。

サンデル　I think you should fight to 
keep that situation. I think that means 
that you need to politically engage 
and make sure that these islands are 
not overrun by the western-inspired 
industrial way of living, which means 
that you eat the local produce, that 
you avoid a lot of manufactured foods 
because they’ re not healthy at all, 
actually, they’ re very dangerous. 
But in a more general sense, I think 
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my real lesson here is to point to 
the danger of not doing this. The 
danger of looking at television, 
getting yourself sort of ideas from 
the television that life can be better, 
which in the end it isn’ t. It is only 
more one-sided. It is only more 
individualistic. If you lead that sort 
of, let me call it, western lifestyle, you 
effectively lose a lot of the sense of 
community because you don’ t share 
so many things anymore.
　And so, for me, the real lesson 
from these days is that there are 
communities that are managing quite 
well and that are not succumbing to 
advertising, to all the fantasies of the 
people who make the film, and that 
actually stay thinking about real life 
as it is. I think part of the western 
ideology has been to corrupt people’ s 
minds and to make people think 
about things that are not possible, 
and not think about what the reality 
is of their life. And by doing that, 
the people who adopt that attitude, 
they ultimately transform the society 
in a very destructive way. There are 
colleagues of mine who basically 
compare that to cancers. To physical 
cancer that people can get because 
the regulation of the cell is no longer 

realistic. And so, you get all kinds of 
phenomena that are not really long-
term usable or sustainable.
　And so, the lesson here is that I think 
you have a very precious way of living 
in these islands, and that trying to 
change it by getting too many tourists, 
I think is not a very good idea. I think, 
if you want to get tourists, and I 
understand why that is important, you 
need to do it with many limitations 
and many conditions. The biggest 
problem that we see in many places 
and we saw it in the central island 
here, when our group went and lodged 
for two nights in a resort, we were all 
very unhappy because you couldn’ t 
have a normal, pleasant lifestyle in 
those resorts. If I use a very unpolite 
term, the resort was basically created 
for mass feeding, very cheap, lots of 
people, and basically it meant that 
there was no service. There was no 
cooking. You had to do it all yourself. 
And I’ m not against people doing it 
themselves, but I am against trying to 
create an organization that does that 
for hundreds and hundreds of people 
every night. And so, for me, that mass 
tourism, I think is one of the big 
dangers of the life on these islands.
　And then, another aspect of all 
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of this is education, but maybe we 
can talk about that on the basis of a 
different question,（その状況を維持す
るために戦うべきだと思います。つま
り、地元の農産物を食べ、多くの加工
された食品を避けるということです。
しかし、より一般的な意味で、私がこ
こで言いたいのは、そうしないことの
危険性を指摘することだ。テレビを見
たり、テレビから「人生はもっと良く
なる」というような考えを得たりする
ことの危険性だ。結局はそうではない。
より個人主義的になるだけだ。そのよ
うな、西洋的とでも呼べるようなライ
フスタイルを送っていると、多くのこ
とを共有することがなくなり、共同体
という感覚を事実上失ってしまう。
　だから私にとって、最近の本当の教
訓は、広告や映画を作る人々の空想に
屈することなく、現実の生活をありの
ままに考え、うまくやりくりしている
コミュニティがあるということだ。西
洋のイデオロギーの一部は、人々の心
を堕落させ、ありもしないことを考え
させ、現実の生活について考えさせな
いことだと思う。そうすることで、そ
のような態度をとる人々は、最終的に
非常に破壊的な方法で社会を変えてし
まう。私の同僚には、基本的にそれを
ガンに例える人がいる。細胞の制御が
もはや現実的でないために、人々は肉
体的なガンになる可能性がある。つま

り、長期的に使用できるものでも、持
続可能なものでもない、あらゆる種類
の現象が起こるのだ。
　だから、ここでの教訓は、これらの
島々には非常に貴重な生活様式があ
り、観光客を増やしすぎてそれを変え
ようとするのは、あまり良い考えでは
ないということだ。観光客を増やした
いのであれば、それがなぜ重要なのか
は理解していますが、多くの制限や条
件をつけて行う必要があります。私
たちのグループがリゾートに 2 泊した
とき、そのようなリゾートでは普通の
快適なライフスタイルを送ることがで
きないので、私たちは皆とても不満に
思った。とても失礼な言い方をすれば、
そのリゾートは基本的に集団給食のた
めに作られたもので、とても安く、た
くさんの人が泊まれる。料理もない。
すべて自分でやらなければならなかっ
た。自分でやることに反対はしないが、
毎晩何百人、何千人という人々のため
にそれを行う組織を作ろうとすること
には反対だ。私にとって、このような
大量観光は、この島での生活の大きな
危険のひとつだと思う。
　そして、これらすべてのもうひとつ
の側面は教育ですが、それについては
また別の質問でお話ししましょう）

高橋　ありがとうございます。ちょう
ど私も教育の質問にいこうかなと思っ
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てたので、ありがとうございます。今
回、私たち一緒に旅をする中で、教育
をテーマにディスカッションすること
が何度かありました。それで、あらた
めて、サンデル先生に聞きたいなと
思ったことは、こういった社会と自然
との相互作用であったり、暮らしをこ
れからどうするかということを考える
上で、なぜ、教育に注目をするのか。
サンデル先生の教育に対する考えを共
有したいと思います。

サ ン デ ル 　I have to start that 
remark by saying something about 
my experience with education in 
other places which is very often 
very standardized because in many 
countries education serves to create a 
homogeneous society. What I was very 
impressed with here in our discussions 
about education is that education is 
much more locally based. That it’ s 
managed by prefecture and so not 
by the country as it is, for example, 
in France. And so that is one aspect. 
The other aspect that I heard and 
you can tell me more about it because 
I didn’ t hear much about it is that 
it’ s actually possible for people in the 
population here to contribute elements 
of the curriculum that the students are 
being taught. So that means that there 

is a more direct relationship between 
local problems and local ideas and 
the education that the children locally 
actually get. And I think that is really, 
really important.
　But it goes further than that. 
Education here, and I didn’ t know 
this, but we talked a lot about the fact 
that you have high schools that are 
specialized, for example, in the arts, 
agriculture, now I’ m doing something 
to the microphone, I think. And I 
think that also is a really interesting 
idea. In most western countries, there 
is nothing like that, and you have no 
high schools that are specialized in 
those kinds of topics. At the same 
time, and we saw this last night 
when we saw the performance in the 
theater, we can also see how important 
art is in awakening people and in 
getting people to think differently. 
And so, if you have high schools 
that are completely dedicated to art 
and that leaves students very free to 
express themselves, you create a very 
different and much more living culture 
in an area. So, I think there, there are 
strengths in your education system 
here that can be enhanced, that can 
be made bigger and better, but that is 
going in what I think is a very good 
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direction.（まずはじめに、多くの国
で教育は同質的な社会を作るために行
われているという私の経験から話をは
じめましょう。教育について議論する
中で私が非常に感銘を受けたのは、教
育がより地域に根ざしているというこ
とです。例えばフランスのように国単
位ではなく、都道府県単位で管理され
ている。これはひとつの側面です。私
が聞いたもうひとつの側面は、あまり
詳しく聞けなかったので、もっと詳し
く教えてほしいのですが、生徒が教え
られているカリキュラムの要素を、こ
この住民の人たちが提供することが実
際に可能だということです。つまり、
地元の問題やアイデアと、地元の子供
たちが実際に受ける教育との間に、よ
り直接的な関係があるということで
す。これは本当に重要なことです。
　しかし、それだけではありません。
ここでの教育は、私は知らなかったの
ですが、例えば芸術や農業に特化した
高校があるという事実についてよく話
しました。ほとんどの欧米諸国では、
そのようなトピックに特化した高校は
ありません。同時に、昨夜の劇場での
パフォーマンスを見たときにも感じた
のですが、人々を目覚めさせ、異なる
考えを持つようにさせる上で、芸術が
いかに重要であるかということもわか
ります。もし高校が完全にアートに特
化し、生徒が自由に自己表現できるよ

うになれば、その地域にはこれまでと
はまったく異なる、より生き生きとし
た文化が生まれる。ですから、この教
育システムにはもっと強化できる長所
があり、もっと大きく、もっと良くす
ることができるのです。）

高橋　ありがとうございます。教育委
員会で勤めてらっしゃる南さんに、与
論島のローカルなカリキュラムがある
のが、与論島の教育の特徴的なことだ
と思うんですね。小学校でも島の言葉
を勉強したりとか、あるいは、地域の
方が授業を提供したりとか、比較的、
地域の文化を学校教育の中にも取り込
みながら、子どもたちがコミュニティ
の歴史と文化を学んでいるんじゃない
かなと思います。与論の教育の特徴的
なことと、これからこういうことを
やっていきたいと思う、みたいなとこ
ろを少し語っていただけるといいなと
いうふうに思います。

南　私個人のでいいんですよね。

高橋　もちろんです。

南　その辺りは、本来、教育長が話す
内容ですし、私はそもそも課が違うん
で、情報、全く入ってこない立場では
ないのですが、すみません、教育委員
会といっても、隣の課と言ったらあれ
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ですけど、部署が違うので、把握して
いるところと把握してないことがあり
ますので、私個人が知ってる範囲内と、
個人的に思っていることということで
お聞きください。
　ローカルカリキュラムということ
で、最近、与論町では国や各財団とか
からお金もらいまして、海洋教育とい
うものをやってるところです。詳しい
ことは、むしろ他の方のほうが詳しい
ような気がするんですけど。名前が海
洋教育とありますが、海洋だけじゃな
くて、島の歴史や文化とかいろんなも
のをまとめて学びながら、そういった
ことからどんなことを子どもたちが島
の問題と捉え、それをどう解決したい
かというのを学ぶカリキュラム作ると
いうことでやっているところです。
　そういった中で、やはり島の問題を
どう捉えていくかということで、いろ
んな話があるわけなんですけど。その
中で、地域の方々に、専門の方々、た
まに私でしたら、分からない質問あっ
たりしますけど、または、観光や漁業
関係など色々な方に話に入ってもらっ
たりとか。または、例えば、屋外のほ
うではよく日本国内で行われている学
校の中でのいろんな普通の授業という
のが一般だったりするんですけども、
外の発想もさまざま取り入れる中で、
島の問題解決だったりとか、島が今、
どういった問題があって、何が課題で、

そこから各子どもたちが点数で判断す
るんではなくて、どう考えたかってい
うのを授業の中で考えていくというの
をやっているようです。それで、ここ
数年で形が出てきたところなので、そ
れを今後、町の中である程度、形とし
てつくっていくというのを課題として
やってますということで、伺っており
ます。
　私は、その末端で歴史とか文化だと
か、そういったところで担当していま
す。島の色々な伝統文化、子どもたち
もよく年に何回か海洋教育の発表の機
会がある中で、島の言葉をどう、つな
いでいくだとか。ローカルヒストリー
や十五夜踊りという伝統的な芸能をど
うつないでいくかを考えていくことに
なると思います。あとは、個人的には、
他にもいろんな島の歴史とか文化、い
ろんなものをどう捉えていくかという
のは、さまざまあると思いますので、
そういったところをお伝えできるよう
なことをするのと、私自身も自分なり
の話をできていけるようにさまざまな
機会をつくらんといけないと思っては
いるところです。そんな形でちょっと
とりとめもない話となりましたが、よ
ろしいでしょうか。

高橋　ありがとうございます。伺って
いて大事だと思ったのは、教育といっ
たときに、学校で学ぶ教育と学校では
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ない場所で学ぶことの両方がある。与
論島では、学校教育でもローカルな文
化や歴史、言葉を学ぶことができるし、
十五夜踊りという地域の伝統的な儀礼
にも子どもたちも参加する。そういう
伝統的な行事に子どもたちが参加した
り、見る機会が身近にある。そして、
自分が大人になったら参加すると実感
する経験が、近くにある。「学ぶ」と
いう意味では、上手にバランスが取れ
ていて、大事なのかなと思いました。
サンデル先生、こういう学ぶという場
の、先程自由というお話がありました
けれども、どうするとこういう自由な
学びの場というものをつくっていくこ
とができるのでしょうか。

サンデル　I think it’ s very important 
and it is an essential part of education. 
So, I want to answer this by referring, 
a few years ago with Abe sensei, we 
went to northern Japan and there we 
visited a school where all the teaching 
was done outside in a forest. And only 
when it really, really rained very badly, 
the teaching would be done inside a 
classroom, by in that way, changing 
the context of the teaching and 
thereby also referring to that different 
context. Referring in all you teach to 
the nature around the children, you 
actually create, I think, a very different 

attitude. And that was very impressive 
to us at the time as a way to promote 
sustainability learning.
　The other thing that I think is 
really important that you have already 
touched upon is that you have to 
combine classroom teaching and 
theoretical teaching with practical 
teaching. When we spoke yesterday 
to the man in the museum about the 
importance of practice rather than 
theory, what became very, very clear 
is that without emphasizing practice, 
people have a hard time dealing with 
real life because real life is all about 
practice. And so, you have a very big 
difficulty if you have only learned 
theory to actually deal with real life. It 
is something that I experienced myself 
a lot. I was trained in many ways in 
theoretical university education. And 
as my wife says regularly, I can deal 
with the theory of life, but I cannot 
deal with the actual practice of life. 
And I think that is definitely true, 
but it is also, for me, a big handicap. 
And so, I would argue that teaching 
children from a very early age in a way 
that actually combines thinking and 
theory with practice is very important.
　And I want to end that topic with 
one other remark. In most western 
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schools, you have 30 kids and the 
teacher has two tasks. On the one 
hand, he or she is to develop the 
thinking of the students. And on the 
other hand, he or she has to develop 
the social aspects of the life of the 
students. And that’ s very difficult to 
combine. And so, in very many cases, 
what you see is that the students are 
taught a set of stories that are for 
them, giving them the impression that 
they are the truth. And I think one 
of the really important things that we 
have to change is that idea. I think 
we should be educating children in 
a way that emphasizes that there are 
always choices and always alternatives. 
In that, in order to make a choice, 
they have to themselves evaluate 
those different alternatives. So that 
we don’ t talk about a truth that 
everybody has to accept, but that 
everybody gets to develop their own 
way of looking at life.（それはとても
重要なことで、教育には欠かせないも
のだと思います。数年前、阿部先生と
北日本に行ったとき、ある学校を訪ね
たのですが、そこではすべての授業が
屋外の森の中で行われていました。そ
して、本当にひどい雨が降ったときだ
け、教室の中で授業が行われました。
そうすることで、授業の文脈を変え、

それによってまた別の文脈に言及する
ことができるのです。子どもたちの周
りの自然に言及することで、まったく
違った態度が生まれるのです。サステ
イナビリティの学習を促進する方法と
して、当時の私たちには非常に印象的
でした。
　もうひとつ、本当に重要だと思うの
は、すでにおっしゃったことですが、
教室での授業や理論的な授業と実践的
な授業を組み合わせることです。昨
日、与論民俗村の方に理論よりも実践
の重要性についてお話を伺ったとき、
非常にはっきりしたのは、実践を重視
しなければ、人々は実生活に対応する
のが難しいということです。理論だけ
を学んでいると、実生活に対応するの
が非常に難しくなる。これは私自身が
何度も経験したことです。私は理論的
な大学教育でさまざまな訓練を受けて
きました。そして、妻が常日頃言って
いるように、私は人生の理論には対処
できても、実際の人生の実践には対処
できない。それは間違いなく真実だと
思うが、私にとっては大きなハンディ
キャップでもある。ですから、私は、
幼い頃から子供たちに、思考や理論と
実践を実際に結びつけるような方法で
教えることが非常に重要だと主張した
いのです。
　最後に、もうひとつ言いたいことが
あります。欧米のほとんどの学校では、
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30 人の子供がいて、先生には 2 つの
仕事がある。ひとつは、生徒の思考力
を伸ばすこと。そしてもう一方では、
生徒の生活の社会的側面を発展させな
ければならないことです。その両立は
非常に難しい。多くの場合、生徒たち
は自分たちのための物語を教えられ、
それが真実であるかのような印象を持
たされる。そして、私たちが変えなく
てはならない本当に重要なことのひと
つは、その考え方だと思います。子ど
もたちには常に選択肢があり、常に選
択肢があることを強調するような教育
をすべきだと思う。選択をするために
は、子どもたち自身がさまざまな選択
肢を評価しなければならない。そうす
れば、誰もが受け入れなければならな
い真理を語るのではなく、誰もが自分
なりの人生の見方を身につけることが
できるようになるでしょう。）

阿部　阿部です。今のサンデルさんの
話を聞いて、実生活、real life での学
びということ、これが、僕もサンデル
さんと一緒に昨日、菊さん、民俗村の
館長さんの話を聞いて。菊さんがおっ
しゃってたのは、クラブ活動が始まっ
てから、どうも駄目になったんだよと。
これは、決してクラブ活動そのもの批
判してるわけではなくて、学校の授業
が終わって、さらにクラブ活動で時間
を学校で過ごす。その結果、家庭によっ

ていろんな仕事を一緒にお父さん、お
母さんとやって、そこから学ぶという
機会がなくなってしまった。これが、
実は、大きな転換点だったんだよねと
いうような話をされてた。そのことを
思い出しますね。それでもちろん、ロー
カルカリキュラムとして、学校はそう
いったことを積極的にやろうとしてる
というところは、大事ですけど、実際
にいろんな実生活の中で体を動かしな
がら、学んでいく。そういった意味で
いうと、実は、お祭り、儀式というの
も子どもたちにとっては、これほど貴
重な学びの場はないんだろうなと。文
化財の生かし方としては、教育という
ことも、かなりそういった伝統的な芸
能意識、そこから子どもたちが多くの
地域の文脈の中で、大切なことを学ん
でいける、大切な機会なんだなという
のを昨日、館長、菊さんとお話ししな
がら、考えさせられたことですね。

サンデル　Excuse me for a moment, 
my computer is almost dead.（ちょっ
と失礼、コンピューターのバッテリー
がなくなりそうだ）

池田　同時通訳は、ここで休止してく
ださい。

高橋　ちょっと短い休憩でした。あ、
このやりとりも訳した？ありがとうご
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ざいます。あと残り 30 分となりまし
たね。きっとサンデル先生も、この旅
の中で、聞いてみたいと思ったことが
あるかと思います。サンデル先生、も
し、よかったら、島の皆さんに聞いて
みたいことを教えてください。

サンデル　OK. I think what we have 
done today is talk about important 
elements of your own future. And that 
is where I have not only questions, 
but also maybe some ideas to share 
because I think the really important 
and also difficult thing where the fact  
while that you have an island and you 
have a community are big advantages, 
whole idea is that you have a basis in 
the past and in the present to actually 
start developing your own ideas about 
the future. And that is partly where 
education is important. That is also 
partly where engaging the youth is 
very important. And thirdly, that is 
where individual participation in local 
politics is also very important. In 
many of the western countries, most 
local people don’ t do any politics, 
they only vote once every four years. 
What you need to develop, and I’ m 
asking you whether you see ways to 
do that, is to activate the whole of the 
population in a more political sense, 

so that you actually end up steering 
your local future in the way you 
actually want to do it. So, I would like 
to know what your thoughts are about 
that possibility and that necessity.（今
日私たちがしたことは、みなさん自身
の将来の重要な要素について話してき
たことだと思います。というのも、本
当に重要で難しいことですが、島があ
るという事実とコミュニティがあると
いう事実は大きな利点であり、過去と
現在において、将来について自分自身
の考えを発展させるための基盤がある
ということです。そのためにも教育が
重要だ。また、若者を巻き込むことも
重要です。そして第三に、地方政治へ
の個人の参加も非常に重要であり、西
側諸国の多くでは、地元の人々は政治
を行わず、4 年に一度しか投票に行か
ない。そのために必要なことは、住民
全体をより政治的な意味で活性化させ
ることです。その可能性と必要性につ
いて、あなたの考えをお聞かせくださ
い）

池田　しゃべっていいですか。

高橋　はい、どうぞ。

池田　池田がしゃべります。私は都会
にいたので、例えば、区長とか都庁、
その役職が高い方にお会いすることは
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ほぼゼロ、皆無でした。都会の人は。
ただ、島においては、町長と買い物の
途中に会うこともありますし、議員さ
んと一緒にお酒を飲むこともありま
す。そういう部分で、本当にローカル
は、個々が政治に自分の意見を述べや
すい場所でもあると思います。実際に、
漁業組合にいても、「組合長」と怒鳴っ
て入って来る島の方もいます。海での
トラブルですとか、そういったことで、
こうしたほうがいい、こういうふうに
してほしいというのを、実際にそこの
場の長に対して、言いやすいという
か、近くにいるので、できるので。こ
れを教育と含めて、子どもたちも、ま
た、そういう意見を言っていいんだよ
という場をやはり、つくっていくこと。
自分より、目上の人、先生であり、役
場の方でありに、子どもたちも意見を
言ってみることができるんだよってい
う場をつくっていくことは、非常に重
要かなというのを今、感じました。そ
こから、町民たちも子どもの意見を取
り入れ、みんなでこの島を良くしてい
こうという部分につながるんではない
かなというのを、サンデル先生の提案
から、私はそのように思いました。

高橋　ありがとうございます。南さん
も役場の身分ではなく、ずっとこの島
で生まれて育ってきた 1 人の「ゆんぬ
んちゅ（与論人）」という立場からで

良いので、幼い頃から自分の育った島
をどのように作っていくのかという地
域づくりに対して、どんな関わりを
持ってきましたか。

南　この町をどうつくっていくか。

高橋　与論町は、字が幾つでしたっけ。

南　集落が 9 ですね。

高橋　小さい集落が九つあって、九つ
のそのそれぞれの集落の中に小字とい
うさらに小さな集落があるのね。小字
がいくつでしたっけ。

南　大量に。

高橋　約？

南　約？

池田　100 以上になる・・・。

南　いわゆる小組合ですよね。いくつ
かな、9 かける 10 以上ですから、100
近くはあるんじゃいですかね。

高橋　集落が 9 あって、集落の下に小
組合と呼ばれる、小さな地縁的な集団
が 100 以上ある。それぞれがムラに関
わる単位になって、お祭りごととか行
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事とか、いろんなご近所の付き合いを
してるんですね。だから、政治といっ
たときに、常的な関わりがベースに
なって、町というものをつくっている
から、身近にあるのがここの集落の政
治と個人の関わりの在り方だと思いま
す。

サンデル　I think what is real ly 
important in any community is 
that there is an official structure 
of communication which you have 
from the mayor to the assistant 
mayor and then all the way down. 
But the community works only well 
if there is also an informal way of 
communicating, and that is what 
you were referring to when you said, 
“Hey, mayor, this needs to be done.” 
So as long as you have both those 
communication structures, you are 
OK. The difficulty is, of course, that 
if you have very many people, most 
of those people cannot be part of the 
informal structure. And that is why it 
is so difficult for large communities to 
actually have a participating democracy 
in which individuals are engaged. In 
a way, when the old Athenians in 
500 BC invented democracy, it was 
possible because it was a very small 
community. But by the time we had 

this system for tens of millions of 
people, it just doesn’ t work very well 
anymore.（どのようなコミュニティに
おいても本当に重要なのは、市長から
副市長、そしてその下に至るまで、公
式のコミュニケーション構造があるこ
とだと思います。あなたが「市長、こ
れをやってください」とおっしゃった
のはそのことです。だから、その両方
のコミュニケーション構造があれば大
丈夫。難しいのは、もちろん、非常に
多くの人がいる場合、そのほとんどの
人が非公式の構造には加われないとい
うことです。そのため、大規模なコミュ
ニティでは、個人が関与する参加型
民主主義を実際に実現するのは非常に
難しい。ある意味で、紀元前 500 年に
アテネの人々が民主主義を発明したと
き、それは非常に小さなコミュニティ
だったから可能だった。しかし、何
千万人という人々が参加するシステム
ができた頃には、もううまく機能しな
くなっていたのです。）

高橋　いかがでしょう。コミュニケー
ションの構造について実感しますか。

南　議員さんよりかは、集落の公民館
長が強いというのあります。

阿部　そういうのは、大事なことだね。
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南　与論の特徴と言いますか、議会政
治は民主主義なので、町民代表からな
る議会があります。それとは別に、今、
話してきた集落のまとめ役の館長さん
という方がいらっしゃいまして、それ
は 9 つの集落なので、9 人いるんです
けど。実際、地域のことを動かす上
での実権を誰が持ってるかというとき
に、議会というのは、町全体が一つ大
きな議決権ではあるんで、各集落の公
民館長のほうが力があるのかもしれま
せん。直接、住民の方が公民館長に、
例えば、あそこの道が細いから、今度、
道通してとか、あそこの、もうちょっ
と施設よくしてっていうのがよく話が
あります。そういったことで、実際問
題、町民の方が関りがあるのは、この
公民館長という各地域のコミュニティ
の長みたいな人が、実権を持っている
ということはあるのかもしれません。
　その中で、うちだったら教育委員会
や役場に、直接、「あっちのほうちょっ
とどうにかして」と言いに来る方もい
るんですけど。そういったことは、小
さい島だからこその、面白い形のコ
ミュニティとかであるかと思います。
そういうとこで、直接じゃなくてもさ
まざまな形で地域のことを自分の意見
で言う機会はあります。それこそ政治
参画といいますか。その中で若い人が
なかなか各集落の集まりに来ないとい

う課題もあります。それはいろんな理
由があるんですけどね。それぞれ仕事
があったりとか、集落に対する思い
だったりとか、いろいろと変わってき
てるところもあるんですけど。それが
今後、どうなっていくかというのがあ
りますが、現時点では、そういった特
徴があるのかなと思っております。

田村　すいません、田村ですけど、い
いですか。

高橋　はい。

田村　今のお話お伺いしてて、与論の
生まれ育ちの南さんと、与論の人と結
婚して戻って来られた池田佳さんと、
また、違うのが全く外から来られた佐
藤さんなのかなと思うんですけども。
全く外から来られた佐藤さんは、今の
話について、どう思われますか。ご自
身のご経験から。

佐藤　私はちょっと違った見方になる
んですけど、私が与論島に入るきっか
けになったのは、地域おこし協力隊と
いう国の制度で、3 年間移住して、役
場で勤めました。外の視点から問題点
に気付いて改革をする経験をしてきま
した。それで、非常に困ったことがた
くさんありました。南さんが言ってる
ような公民館長や議会、いろんな役場
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があるんですけど、町長、首長ですね、
トップの人から私たちは特命や指示を
受けてその課題を解決します。課題解
決には、変革、変化が必要です。その
変化に対して、変化をとても嫌うこと
がありました。それが一番の問題でし
た。その壁をいかに短時間でクリアす
るかというのが、本当に 3 年間に与え
られた時間での課題でしたね。ただし、
その問題を成果が出るまで、ものすご
いストレスがかかるんですが、成果が
出た瞬間に手のひらを返したように受
け入れてくれるのが島の文化で。その
1 年間すごく苦しかったのに、1 日過
ぎただけで、全然、違う反応が返って
くる、というのを何度も経験しました。
あの苦労は、なんだったんだっていう。

南　熱くなりやすく、冷めやすい。流
されやすいという方もいますね。

サンデル　And how do you change 
their minds? Do you do it by talking 
to individuals or do you do it by group 
activity?（どうやって彼らの考えを変
えるのか？個人と話すのか、それとも
グループ活動で行うのか？）

佐藤　例えば、いろいろな会議に出た
ときに、私は外来種なんですね。全く、
違う立場、視点から考え方を述べるん
で、島に住み続けている、決定権を持

つ人たちは、そんなこと考えたことも
ないんですよね。場合によっては、僕
の話を聞いて怒り出す人もいる。でも、
その人は、最初、初日は怒るんだけど、
2 日目になると冷静になって考え始め
るんですね。そうやって、時間をかけ
て繰り返し発言する、怒られる、発言
する、怒られるをやってると、だんだ
ん私の立場からも考えや意見を理解し
てもらえるようになって。この文化に
慣れるまで、最初は怖かったですね。
会議のときは、みんな発言しないんで
す、与論の人は。その後にお酒を飲む
と、みんなすごい発言をするんです
ね。すごいおとなしかった人がプロレ
ス技をかけてくる、みんなね。ヘッド
ロックをされるんですけど。そのヘッ
ドロックした人は、僕は怖いなと思う
んですね。けんか腰につかまれたりと
か、怒ってきたり、向かってくる。で
も、困ったときに一番、最初に助けて
くれるのはその人たちだっていうこと
が分かって。そういうぶつかり合いが
大事なんだなというのを学びました。

サンデル　Exactly.（すばらしい。）

南　たしかに、やった本人は案外、覚
えてないっていう。結構、覚えてない。
気にしないですよね。

サンデル　Thank you, that’ s very, 
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very interesting to put it that way. 
And I think that is the problem with a 
lot of the world right now.（ありがと
う、それはとても興味深い。そして、
それが今の世界の多くの課題だと思
う）

阿部　今、サンデルさん、世界中で課
題になってることで、僕たちというか、
地球研とあとサンデルさん、そして、
やはり地球研に関わりの深い、ステ
ファン・グルンバッハと今やってるこ
との一つが、日本の山村、具体的には
宮崎県の諸塚村。ここも、先ほど公民
館制度の話がありましたけど、自治公
民館制度が非常に強いというか、公民
館の力が強い所で。自分たちのことは、
自分たちでという意識がすごい強い村
です。そこの自治公民館連合会のトッ
プの方と、そして、フランスの山村で、
そのステファンさんが今、住んでる所
で。われわれサンデルさんと一緒にそ
この村長さんで村議会、村議会と言っ
ても 10 人ぐらいかな、本当、若い人。
そこで、自分たちのことは自分たちで
と。恐らく、いろんな形で制度的に国
の政策とか来て、それらが決して全て
が、もちろん国民のためという名目で
すが、地域的な文脈の中では、むしろ、
そんなことは余計なお世話だっていう
こともいっぱいある。その中で、自分
たちが自分たちの問題を自分たちで解

決するということをやってる。そうし
たら少し、そこの間でいろんな交流が
できたら、あるいは、そこで具体的に
やってることをこういう形でもっと広
く、広げることができる。今、話を聞
いてて、与論は間違いなく、そういっ
たところで一緒にやれることができそ
うな感じが強くいたしますね。

サンデル　Knowing the situation in 
France that Abe-san is referring to, 
there is a very important aspect to 
that. And that is the nature and the 
qualities of the mayor of the village. 
There are thousands of villages in 
France where this is not happening. 
He is a real leader and he has been 
re-elected as a leader because he has 
the ideas to change the situation. 
And I think that aspect of leadership 
is something that you also need to 
consider in your own communities. 
You need to elect the people who are 
the best at doing that. And one of the 
great advantages of a small community 
is that you know everybody and you 
know who is good at what. When you 
have a very large community, most 
people get elected without anybody 
knowing what they’ re worth. And I 
think that is one of the big problems 
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with democracy at the national level 
that a lot of people that are elected 
are very mediocre and are not really 
people to whom you should or could 
be entrusting the fate of others. So, 
the leadership is what I just want to 
accentuate that because Abe-san came 
up with this example in the south of 
France. And that man is really unique. 
He is very special. And that gets us to 
the whole topic in democratic systems 
of leadership. And I think that you 
have the opportunity here because the 
community is small and everybody 
knows everybody, to actually choose 
the right person for the right job. And 
that’ s not something that happens in 
most places.（阿部さんが言及してい
るフランスの状況を知っていると、そ
れには非常に重要な側面があります。
それは、その村の村長の性質と資質で
す。フランスには何千もの村がありま
すが、そこではこのようなことは起
こっていません。彼は真のリーダーで
あり、状況を変えるアイデアを持って
いるため、リーダーとして再選されて
きました。そして、リーダーシップの
その側面は、皆さん自身のコミュニ
ティにおいても考慮する必要があるこ
とだと思います。それを最も得意とす
る人々を選出する必要があります。そ

して小さなコミュニティの大きな利点
の一つは、皆が全員を知っており、誰
が何を得意としているかを知っている
ということです。非常に大きなコミュ
ニティでは、ほとんどの人が、誰もそ
の価値を知らないまま選出されます。
そして、それが国家レベルでの民主主
義の大きな問題の一つだと思います。
選出される多くの人々が非常に凡庸で
あり、他者の運命を託すべき、あるい
は託すことができる人々では本当にな
いということです。
　ですから、リーダーシップは、阿部
さんが南フランスのこの例を挙げたた
め、私が強調したいことです。そして、
その男性は本当にユニークです。彼は
非常に特別です。そして、それは民主
主義システムにおけるリーダーシップ
という全体的なトピックにつながりま
す。そして、コミュニティが小さく、
皆が全員を知っているため、実際に適
切な仕事に適切な人を選ぶ機会がここ
にはあると思います。そして、それは
ほとんどの場所で起こることではあり
ません。）

高橋　ありがとうございます。私から
質問なんですけども、小さなコミュニ
ティとリーダー、あるいは、リーダー
シップが大事だというお話に関連をし
て、小さいコミュニティとは、私たち
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研究者にとっては、「研究プロジェク
トチーム」というのがあるかと思いま
す。特に地球研のプロジェクトでは、
トランスディシプリナリティ研究、研
究者だけではなくて、さまざまな分野
の研究者と研究領域の人と、あるいは、
地域の方とかさまざまな方たちと一緒
にある一つの問題を解決する研究を、
一緒に設計し、実践を目指しています。
そういった協働研究のリーダーシップ
をとる上で、サンデル先生がこれまで
大切にされてきたことは、どんなこと
だったかを教えていただきたいと思い
ました。

サ ン デ ル　I think that is very 
va luable .  I also think it is very 
difficult because identifying leadership 
qualities is not so easy. You have 
to know somebody really well. You 
have to have a good sense of where 
the community wants to go. The 
person who is the leader also has to 
be very balanced and able to work for 
everybody so that you don’ t get big 
conflicts in the community. So, I think 
getting a sense of the leadership and 
how leadership plays a role in all of 
this is indeed absolutely fundamental. 
But I am still not sure in my own 
mind in how far scientific research can 
actually identify those people. I think 

a lot has to do with intuition, and 
of course intuition is not something 
that you can use in a scientific sort of 
accepted method. And so, I have my 
doubts there, I just don’ t know. But 
I do know that communities where 
everybody knows everybody and 
knows who is capable at doing what is 
actually very interesting.
　I am reminded through Annick, 
my wife, of an experience we had in 
Papua New Guinea among the Papuas. 
They had built a house and they had 
a party, and they had cooked meat for 
everybody and vegetables and things 
like that. And then suddenly, a big 
debate broke out, and about four or 
five men sort of started shouting. And 
we asked, “What is going on?” And it 
was very interesting because all these 
men were proposing how they would 
deal with a particular problem. In this 
case, how to keep the airfield grass 
from growing too high. And then after 
a debate, ultimately one of the people 
convinced everybody that they had the 
best idea. That is something we don’ t 
see in western Europe. We don’ t 
see but you could have it here. You 
could raise a question and then have a 
public debate, and then for people to 
decide what is the best idea. So, there 
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are ways to do this, but it remains a 
very, very difficult terrain.（とても価
値のあることだと思う。また、リー
ダーシップの資質を見極めるのはそう
簡単ではないので、とても難しいこと
だとも思う。誰かをよく知らなければ
ならない。地域社会がどこに向かいた
いのかをよく理解していなければなら
ない。また、リーダーとなる人物は、
コミュニティ内で大きな対立が起きな
いように、非常にバランスが取れてい
て、みんなのために働ける人でなけれ
ばなりません。ですから、リーダーシッ
プと、リーダーシップがどのような
役割を果たしているかを理解すること
は、本当に基本的なことだと思います。
しかし、科学的な研究がどこまでその
ような人々を特定できるのか、私自身
はまだ確信が持てない。もちろん、直
感は科学的に認められた方法で使える
ものではない。だから、私はそこに疑
問を持っている。でも、みんながみん
なを知っていて、誰が何をできるかを
知っているようなコミュニティは、実
はとても面白いんだ。
　妻のアニックを通じて、パプア
ニューギニアのパプア族で経験したこ
とを思い出しました。彼らは家を建て
てパーティーを開き、みんなのために
肉や野菜などを料理した。すると突
然、大論争が始まって、4、5 人の男
が叫び始めたんだ。私たちは “何が起

こっているんだ？” と尋ねた。とても
興味深かったのは、すべての男たちが
特定の問題にどう対処するかを提案し
ていたことだ。この場合は、飛行場の
草が伸びすぎないようにするにはどう
したらいいかということだった。そし
て討論の末、最終的に一人が自分たち
の考えがベストだと皆を納得させた。
これは西ヨーロッパでは見られないこ
とだ。西ヨーロッパでは見られないこ
とだ。問題を提起し、公開討論を行い、
何が最良のアイデアかを人々が決め
る。このような方法はありますが、非
常に難しい分野です）

高橋　ありがとうございます。あと、
残り 10 分ぐらいですが。

田村　質問してもいいですか。

高橋　もちろんです。

田村　田村ですけれども、これはサン
デルさんに質問なんですけれども。与
論では、コミュニティがしっかりして
いて、それがいいところだとおっしゃ
いましたよね。でも、それは同時にコ
ミュニティがしっかりしてるからこ
そ、佐藤さんみたいなよその人が変化
を起こしにくいという、バリアの面も
あると思うんですよね。こういう世の
中の変化が早い時代に、コミュニティ
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がしっかりしていることと、でも、そ
れが変化に対するバリアになってると
いうことをどう考えたらいいんでしょ
うか。

サ ン デ ル　My first question is 
does anything have to be done? Most 
of the western world, and actually 
most of the world nowadays, after 
colonization and globalization has all 
become addicted to progress. They 
want progress everywhere. Now it’ s 
very clear that a little bit of progress 
sometimes can be OK, but to have 
progress all the time everywhere 
is just going to lead us into totally 
unsustainable societies. And so, my 
question is that we need to reevaluate 
the importance or the desirability of 
progress.
　It’ s very interesting that many 
politicians that I encounter when 
we talk about climate change,say, 
“Technology will solve the problems 
for us.” But what they forget is that 
two and a half centuries of technology 
has got us into the problem rather 
than out of it. We are completely 
focused on ever having more, having 
better, having new, and so on. And for 
very many, many centuries, millennia 
in different societies, that has not 

been so extreme. There have been 
changes, of course. There have been 
local changes, there have been wider 
changes, but those changes have 
been slower. And one thing that is 
interesting in this respect is that now, 
the people in information technology, 
they say they have a new major 
invention every five years, but that it 
takes the society about 15 years to get 
used to it. So, if you keep innovating 
every five years and it takes 15 years 
for every innovation to become 
understood, then you run into very big 
trouble.
　And so, I would think that that 
whole process of accelerating and 
more progress and more quicker and 
so on is not a very good idea. I think it 
is one of the big problems behind the 
UN's sustainable development goals 
because those goals were devised from 
the western perspective of progress. 
And trying to promise all societies 
on earth to be part of that progress, 
that is simply not possible. The earth 
doesn’ t have those resources. So, 
an important part of changing our 
mindset is not focusing on that kind 
of progress, but accepting stability. 
Accepting that things for long times 
stay more or less the same.（私の最初
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の疑問は、何かしなければならないこ
とがあるのだろうか、ということです。
植民地化とグローバリゼーションを経
て、西欧諸国、そして現在では世界の
ほとんどが進歩中毒に陥っている。ど
こまでも進歩を求める。しかし、どこ
でも常に進歩を求めることは、私たち
をまったく持続不可能な社会へと導く
だけです。つまり、進歩の重要性や望
ましさを再評価する必要があるのでは
ないでしょうか。
　気候変動について話すとき、多くの
政治家に出会うのはとても興味深いこ
とです。彼らは「テクノロジーが問題
を解決してくれる」と言う。しかし、
彼らが忘れているのは、2 世紀半にわ
たるテクノロジーによって、私たちは
問題から脱却するどころか、問題に巻
き込まれているということです。私た
ちは、より多くを手に入れること、よ
り良いものを手に入れること、新しい
ものを手に入れることなどに完全に集
中している。しかし、何世紀も、何千
年もの間、さまざまな社会では、それ
はそれほど極端なことではなかった。
もちろん変化はあった。地域的な変化
もあれば、より広範な変化もあった。
この点で興味深いのは、情報技術に携
わる人々は、5 年ごとに新しい大発明
があると言いますが、社会がそれに慣
れるには 15 年ほどかかるということ
です。つまり、5 年ごとに技術革新を

続け、すべての技術革新が理解される
までに 15 年かかるとしたら、非常に
大きな問題に直面することになる。
　そのため、加速度的に進歩を遂げ、
より早く、より速く、といったプロセ
ス全体があまり良いアイデアではない
と思います。国連の持続可能な開発目
標の背後にある大きな問題のひとつだ
と私は考えています。そして、地球上
のすべての社会がその進歩の一部にな
ることを約束しようとしている。それ
は単純に不可能だ。地球には資源がな
いのだから。だから、私たちの考え方
を変えるために重要なのは、そのよう
な進歩に焦点を当てるのではなく、安
定を受け入れることです。長い間、物
事が多かれ少なかれ同じままであるこ
とを受け入れることだといえるでしょ
う。）

阿部　田村さんのレスポンスを聞いた
後、僕が話しする。

田村　いいですよ。どうぞ先。

阿部　サンデルさん、ありがとうござ
います。サンデルさんが今、西洋的な
進化に決して日本が別にまねする必要
ではないよというようなことをおっ
しゃいました。それに・・・。大丈夫？

高橋　いいです。どうぞ続けてくださ
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い。

高橋　あ、オンライン参加している安
渓先生が、農産物が採れましたとおっ
しゃっている。

阿部　安渓先生！

高橋　進めてください。あと、ちょっ
としかないので。

阿部　西洋的な考え方というところ
で、例えば、僕ら今、コミュニティと
言ってます。われわれ、サンデル先生
と宮崎県の高千穂町に行くことが何度
かあって、そこで高千穂神社の宮司さ
ん、後藤宮司、日本の神道で一番、今、
トップクラスの神官の方ですけど。そ
の後藤さんがおっしゃってた言葉を思
い出しました。それは、何かというと、
コミュニティと、欧米でコミュニティ、
西洋でいうコミュニティとそこで生活
してる人が、言ったらメンバーシップ。
メンバーシップの問題を少し触れたい
と思います。実は、日本でコミュニティ
といった場合は、そこで生活している
人間だけではないんですよと。そのコ
ミュニティのメンバーには、自然も含
まれてるよと。それはカミと言っても
いい。コミュニティのメンバーには、
カミも含まれてるんだと。これが長続
きする、やはり西洋とは違う日本のも

しかするとコミュニティの意識かもし
れない。そして、それがわずか 3 日ぐ
らいの滞在ですが、与論ではかなり強
く残ってると思いました。

南　つながりでしたら、祖先たちのお
墓とかもですよね。

阿部　お墓もそうですね。祖先のこと
が常に身近なコミュニティのメンバー
として意識されてる。恐らく、そういっ
た中で、外の人間というのもそこにい
ないけど、いや、たまにしか来ないけ
ど、あるいは、外から来たけれども、
佐藤さんなんかそうだと思う。コミュ
ニティとして徐々に受け入れられてい
く。こういう少しコミュニティのメン
バーシップというと、少し堅苦しくな
るかもしれませんけど。自然の祖先の
人たちの自分たちが今のコミュニティ
のメンバーだと思えることが、とても
大切なんではないだろうかなと思いま
したね。そのことを思い出しました。
以上です。

田村　それも含めて、受け入れてもの
み込めるぐらいの小さな変化は必要だ
けれども、大きな変化に無理してつい
て行かなくてもいいということかなと
思って聞いてたんです。それは、ある
意味では、阿部さんおっしゃるように、
コミュニティのメンバーである自然が
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ついていけないような変化は、例えば、
受け入れらないのかもしれないとか、
そういう感じなのかなと思って聞いて
ました。

阿部　ちょっと祖先に顔向けできない
な、こんなことがという考え方自体も
大事かもしれません。

池田　日本独特なんですかね、これは。

阿部　どうなんでしょうね。もしかし
たら、もうちょっと広い範囲かもしれ
ない。

佐藤　すいません、私、いろんな国の
方をガイドしてて感じるんですけど、
人間の考え方の多様性とか違いが変
わってきているのではないかと。今、
若い世代であればあるほど、国が違っ
ても同じような考え方になっているよ
うに思います。だけど、与論の中で
会議をすると 60 代から 20 代、10 代
まで入って会議すると、そっちのほう
が海外の人と話すより価値観が遠いん
ですよね。例えば、僕はなんで会議
で、けんかになるんだろうというのを
1 年間ぐらい考えたときに、同じ単語
を使うんですけど、その単語に考えて
いる歴史的背景や考え方が違うんです
よね。「地域活性化」という考え方が、
50 ～ 60 代は高度経済成長で工場を誘

致して、雇用を増やすだったりするん
だけど、われわれの考える「活性化」
は、移住者が増えて、自分で小さい事
業を起こし多様性を持たせることだっ
たりする。同じ活性化なのに、全然違
う意味として伝わることがケンカの原
因だったんだ。だから、私が考える活
性化は何かとか、みんなの考える活性
化は何かというのを発言する前に言葉
の定義を整えないといけない。それを
考えずに分かるだろうと思って発言す
ると、大きいミスコミュニケーション
が起きるということが分かって。まず、
その言葉とかそういう距離をもっと測
らなければいけないなというのは、自
分の 7 年間の一番、生きた経験でした。
以上です。

池田　そうかもしれないね。

サ ン デ ル　One of the interesting 
things for me in Japan is to see 
this very big difference between 
t h e  i n du s t r i a l i z e d  J a p an  t h a t 
once progressed that is all about 
technologies and the kind of Japan 
that we have seen here and that we 
have seen with Abe-sensei in other 
places in Japan, which is the rural 
Japan which has a very different 
culture, I think. And that I think, is 
part of what this debate is all about. 
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I think there is a part of the society, 
in particular, the business society, 
and lots of the politics that really do 
believe in progress and sometimes in 
ways that I think are immeasurably 
stupid. The one example that I think 
is totally beyond me that they even 
thought about it is this whole big sea 
wall that they built around northern 
Japan which closes off the land from 
the sea, the fisherman from the 
cultivators and which makes that you 
can’ t even see the sea anymore. I 
think there would’ ve been much 
less money if they had moved the 
settlements a little bit higher up the 
hill. But that is how politicians think 
and it’ s not up to me to criticize 
them in that sense, but it is to me to 
express my amazement at what has 
happened（日本で興味深いことのひ
とつは、かつて先進工業国として発展
し、テクノロジー一辺倒だった日本と、
私たちがここで見てきたような日本、
そして日本の他の場所で阿部先生と見
てきたような日本との間に、非常に大
きな違いがあることです。それが、こ
の議論の本質の一部だと思います。社
会の一部、特にビジネス社会と政治の
多くは、本当に進歩を信じていて、時
には計り知れないほど愚かだと思うよ
うなことをする。例えば、東北地域の

海岸を取り囲むように建設された大き
な防潮堤は、陸地と海、漁師と耕作地
を隔て、海さえ見えなくなってしまっ
た。集落をもう少し丘の上に移せば、
もっとお金はかからなかったのではな
いだろうか。しかし、それが政治家の
考え方であり、その意味で政治家を批
判するのは私の役目ではない）

田村　与論の皆さんにお伺いしたいん
ですけれども、30 年後、与論はどう
いうふうになったらいいなと思います
か。

高橋　私、生きてるかな。与論生まれ
の与論育ちの南さん、いかがですか。

南　30 年後ですか。そうですね、30
年後。どうですかね、30 年後。

高橋　幾つ？

南　ちょうど 60 才になります。定年
する前ですかね。

高橋　定年する前か。自分の仕事のま
とめにかかるぐらいの年ですね。

南　ですね。今やってることを誰か継
いでくれたらいいですけどね。いい形
で。
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高橋　次の後輩を育てたい。

南　今やってる島の歴史を掘りおこす
仕事を、もう少し、ちょっといい形で
進めたりとか。もっと新たなことが分
かったりとか。魅力がもうちょっと歴
史や文化の面で、今以上に進んで欲し
い。そういった意味で「与論ってそう
いうのが面白いよね」と言ってくれる
ような人が増えてもらってるといいか
な。

高橋　いいですね。

池田　つまりは、変わらないでほしい
というのはないですか。何と変わらな
いのかの比較は違うと思うんですけ
ど。結構、昔に比べて変わってはきて
ると思うけれど、変わるんであれば、
さっきも言ったようにゆっくりした変
化のような変わり方で。むしろ、元
に戻っていくような。牛飼いさんの話
を聞いたときに、これ以上、牛はもう
増えないと思うよとおっしゃっていま
した。もうキャパシティがいっぱいに
なってる。また、今度は畜産だって、
違うものが出てくるかもしれないけれ
ど。結局、この小さな島の中で、ちょっ
とした変化を、ゆっくりと変化してい
くというような与論のままであってほ
しいですよね。

南　後ろには下がってほしくないです
ね。いろんな意味で。

池田　さっき佐藤さんも言ったよう
に、リピーターの観光客の方が多いの
は、何かあったときに帰る場所である
ことだと思いました。「何かあったら
ここに帰ってきますね」と、私の知り
合った観光客の方とか友達もいます。
つらいことがあったり、悲しくても帰
る場所があるから頑張れるというよう
な、そういう島のままであってほしい
なという部分はすごくありますかね。

南　どうですか。30 年後？

佐藤　私は、いろんな奄美沖縄の島々
のガイドと月 1 回程度ミーティングし
てるんですけど、与論より小さい規模
の島で、移住者と先住者のバランスが
崩れちゃって、逆転しちゃった島があ
るんです。移住者の人たちが、人口減
少とともに先住者が培った消えていく
島の文化と自然に対する知恵をどう
やって維持させるかというのを、移
住者だけで考えてるコミュニティがあ
る。「与論は、どうしてるの」と質問
をされたことがあるんです。この与論
らしさというのが保たれるためには、
変わらないためには、適度な変化が必
要だと思っています。ちょうど移住者
と島の人が半々ぐらいの感じで。僕は、
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まだ、島の人のパワーが強いなと思っ
ていますが、ある程度、外からの変化
を取り入れつつ、自分たちの文化を維
持するということが、僕は持続可能な
地域を作るための必須条件だと考えて
います。

池田　気付きを与えてもらわないと、
当たり前の価値観は変わらない。海は
きれいなのが当たり前。だから、海に
ごみなんか捨てても、またすぐきれい
になるよというようなおじいちゃん世
代のときは、きれいになった、確かに。
ごみも少ないし、ごみの物質が違うか
ら。けれど、都会から来たら、そんな
もん海に捨てちゃ駄目でしょとか、そ
んなもの取っちゃ駄目でしょってい
う、そこで小さなぶつかり合いとか変
化は起こるけど、気付きにはなるのか
なとは思いますね。

高橋　ありがとうございます。そろそ
ろ、最後なんですけど、最後にぜひ、
サンデル先生にこういった島で頑張っ
ている、それぞれの仕事、それぞれの
役割をしている人たちにエールをいた
だきたいなと思います。ゆっくり、ま
だ時間あるので、エールください。

サ ン デ ル　That’ s not so difficult. 
It’ s your future, so you better start 
thinking about it and coming up with 

good ideas for it, and then you need 
to get people involved politically to 
actually realize those ideas. All of that 
is a heavy task, but what you will find 
if you’ ve done it, it is also incredibly 
satisfying. That is why I would 
encourage any young people who 
have a whole long life before them 
and who have to live that life in the 
circumstances that they themselves 
have created, to actually think about 
how they see their life in the future. 
And there are some tools that we can 
find to help you with that. I’ m not 
going into that right now, but there is 
work going on on helping people to 
think about their own future. And I 
think that might be something that we 
can talk about after this session in a 
more restrained fashion.
　So, I thought this session was a 
really interesting one. I learnt a lot. 
I hope I also was able to word some 
of the ideas that you were thinking 
about and I want to end, again, 
with thanking all of you for having 
a session like this, and we were 
miraculously blessed by the technology 
that did work, which in itself is not 
so often the case. And so, the whole 
trip that we had for the last couple 
of weeks, Annick and myself, and the 
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discussion that we had today, I think 
were very, very rich and enriching, 
and I wish you all the best in pursuing 
those kinds of ideas.（それはそれほど
難しいことではありません。自分の将
来のことなのだから、それについて考
え始め、そのための良いアイデアを思
いつき、そのアイデアを実際に実現す
るために政治的に人々を巻き込む必要
がある。そのすべてが大変な仕事だが、
やってみればわかるが、非常に満足感
のある仕事でもある。だからこそ私は、
これから長い人生を歩む若い人たち、
そして彼ら自身が作り出した状況の中
でその人生を生きなければならない人
たちに、将来の自分の人生をどのよう
に考えているかを実際に考えてみてほ
しいと思う。そのために役立つツール
がいくつかある。今はそれについては
触れないが、人々が自分自身の将来に
ついて考えるのを手助けする研究が進
んでいる。それは、このセッションの
後に、話の続きをしましょう。
　このセッションは本当に興味深いも
のでした。多くのことを学びました。
そして、このようなセッションを開い
てくださった皆さんに、改めてお礼を
申し上げ、終わりにしたいと思いま
す。妻のアニックと私は、そして今日
のディスカッションは、とても豊かで
充実したものだったと思います）

高橋　ありがとうございました。

サンデル　Thank you.

高橋　ありがとうございます。襖、開
けましょう。これで終わりますけれど
も、今、こんな状態になっています。
見えるかな。こんな感じでした。私た
ち、与論の居酒屋「ひょうきん」をお
借りして、お届けしてきました。では、
これにて今年度、最後、3 月の井戸端
勉強会を終了いたします。皆さま、あ
りがとうございました。

田村　ありがとうございました。失礼
します。
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高橋　では、ゆるりと始めましょうね。
皆さん、今日はご参加いただき、あり
がとうございます。琉球大学の高橋そ
よと申します。バックグラウンドは人
類学です。今日のフィールドダイア
ローグですが、実は、それぞれ初めて
お会いした方ばかりです。なぜ、こう
いうことになったかという経緯を、私
から少しお話ししたいと思います。私
とフランスからお越しのフレドリック
先生は、京都にあります、総合地球環
境学研究所という、地球環境問題を人
間と自然との関わりの中から考える、
日本の国立研究機関の共同研究員でも
あります。
　今回のダイアローグは、この研究機
関の自然の恵みを生かし、災いを避け
る地域文化研究を再考し、これからの
暮らし方の未来を考えるプロジェクト
の一環として企画しました。今回は「植
物と水と手仕事をめぐる旅」をテーマ
に、研究者だけではなくて、建築家や
草木染作家という異なるバックグラウ
ンドを持つ方々と一緒に、沖縄のやん
ばるをフィールドワークしながら、植
物や水、土地などと、日々どのように
向き合いながらお仕事をされているの
かを語らいました。午前中には kitta
さんの案内で大宜味村の滝を訪ね、そ
の後、kitta さんの素晴らしい工房に
立ち寄りました。そこで、Kitta さん
のお仕事を拝見しながら、琉球藍を発

酵させる工程についてお話を伺った
り、植物素材から生まれる色の豊かな
広がりを紹介いただきました。午後に
は本部町にある琉球藍の畑と藍壺を見
学しました。その道中で、私たちはい
ろんな話をしました。
　今回、私たちは初めてお会いしまし
たけれども、一緒にフィールドワーク
をしながら、共感し合う部分がたくさ
んあることに気づきました。一つは、
私たちは自然の価値というのに多様な
ものを見出しているということ。そし
て、自然と人との関係性は、目に見え
るものだけではなくて、目に見えない
世界との関わり合いによって成り立っ
ていることに関心を持っていること。
具体的には、自然に対して、食糧をは
じめとする、衣食住のような人間に
とっての実利的な価値だけではなく、
恐れや信仰の対象となるような世界観
を支えるものとして、人間の文化に深
く根付いてきた自然の価値の多様さに
敬意を持っていることだと思いまし
た。今日のフィールドダイアローグで
は、このような意識を持つようになっ
た皆さんの経緯と問題関心、そして、
そこから自然と人との関わり合いの未
来を考える上で、ご自身の仕事の役割
や、「働く」ということををどのよう
に考えているのかを伺いたいと思って
います。
　それでは、まず初めに皆さんに自己
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紹介をしてもらいたいと思います。そ
して、ゆっくりそれぞれ聞いてみたい
ことを聴き合うフリートークとしま
しょう。時間は 2 時間ぐらいで、きっ
と足りなくなってしまうと思います
が、まずはそこまでで 1 回目の会を締
めるという形にしたいと考えていま
す。それでは、みなさん、よろしくお
願いします。まず初めに、この素晴ら
しい宿をデザインされた山口博之さん
から始めましょう。

建築、自然、そして、労働

山口　山口博之と申します。あらため
て、本日は、会場をお貸しくださっ
た「今帰仁 石蕗」さんと、本日の宿
泊者である、早野洋介さん、ありがと
うございます。それでは、簡単にです
が、私の沖縄においてのプロジェクト
を紹介したいと思います。テーマを今
回のフィールドダイアローグに合わし
て、「建築、自然、そして、労働」と
し、高橋さんの問いかけである「働く」
ということに重ねていけたらと思いま
す。僕は、2006 年、今から 18 年前に
沖縄に来ました。その前は、京都精華
大学という美術系の大学を卒業後、も
のをつくることに興味があったので、
京都で大工修行をしていました。その
上で、18 年前に沖縄に来て、建築家
として独立したわけですが、自分で設

計して、自分で大工するというやり方
を、自分の仕事の方法としてきました。
　これが、沖縄に来て初めてのプロ
ジェクトです。この頃、沖縄では、ほ
ぼ 90 %、コンクリート造の建物でし
た。沖縄で木造住宅や、木造の建築を
造るための流通というのが、全くない
状態でした。だから、自分の大工の経
験を生かし、どこで材料を買うかとか、
何を準備するかということから、考え
なくてはいけない状況でした。その中
で、完成させたのがこれですね。これ、
20 年前の僕ですけど、このように大
工仕事をしながら、そこにある材料で
造っていきました。そのときに学んだ
のが、沖縄で建築をするためには、何
を造るのかではなく、どのように造る
のかということを自分のテーマとする
ことでした。どのように造るのかとい
うことが、僕の建築の提案になればい
いかなと思ってます。
　次、これが読谷で造ったプロジェク
トです。これは、クライアント、お施
主さんが、庭師、庭を造る人なんです
けど、彼からのリクエストは、自分自
身で自分の家を造りたいという提案で
した。この時のプロジェクトでは、素
人は建物を造ることができないという
疑問に対して、発想を転換させて、素
人でも建物を造ることのできる設計の
在り方、つまり、何を造るのかじゃな
くて、誰でも造れる建物の造り方とい
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うことを考えて、設計しました。僕が
大事にしてるのは、設計を計画し過ぎ
ない。造っている最中に、いくらでも
アレンジができるように、造りながら
考えるというスタンスを大事にしてき
ました。
　これは僕のスケッチなんですけど、
これは現場で、大工さんと 3 時の休憩、
ティータイムを取りながら、じゃあ、
次何しようか、こうしようか、ああし
ようかっていうのを話しながら造って
いるところです。これは、この庭師の
奥さまは、陶芸家です。陶芸家で、土
を掘ることができたので、その土を
使って、外壁をみんなで塗っていると
ころです。
　これも、読谷の住宅の、別荘のプロ
ジェクトですね。この木材は、インド
ネシアで加工して持ってきた、マホガ
ニーという木です。これもそうですね。
沖縄は 15 世紀から 16 世紀頃、当時の
シャム王国であるタイやインドネシ
ア、マレーシアなどの東南アジ地域と、
交易をして栄えた王国でした。この住
宅を設計する際、その歴史性や、沖縄
と東南アジアの建築文化を思い起こし
ました。これが沖縄の家ですね。これ
がインドネシアのジャワ島の家。沖縄
の家とジャワ島の家、とても似ている
んです。だから、沖縄の文化を考えた
ときに、日本の南端ではなくて、広く
海洋アジアの北端と捉えたときに、何

ができるのかな。そのときに、インド
ネシアの木材や、インドネシアの職人
さんたちと一緒に家を造っていくとい
うことが、文化的にも、気候的にも、
沖縄の建築を造ることに馴染むのでは
ないかということを考えました。これ
は僕がインドネシアまで行って、木を
買い付けて、指示をしながら向こうの
職人さんと一緒に造っているところで
す。家具や窓を、向こうで創りました。
　最後に、ここ、「今帰仁　石蕗」さ
んです。2022 年に完成したプロジェ
クトです。ここは、森でした。僕は、
ここが森だったときから、何回も行き
来しながら、木の名前を調べたり、こ
こで昔、何があったのかという、地域
史を調べながら、計画を立てていきま
した。このようにして、木、一本一本
に印をして、この木は何の木だという
ことを調査してます。これがその計画
中のですね。このプロジェクトでは、
クライアントである新見ご夫妻ととも
に、ずっと仕事をしてきました。これ
は焼き杉をしている最中の写真です
ね。これは手前がうちのスタッフ、大
工、奥が新見さんです。
　このプロジェクトを通じて、クライ
アントが大工の弟子入りをするという
状況が生まれています。これがその焼
き杉をしているところ。これ、奥さま
の写真です。材料調達は奥さまの仕事
で、材料を一本一本、このようにして、
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自分たちの目で、何に使うかというこ
とを確かめながら、一緒になって造っ
てきました。僕ら、最近なんですけど、
図面をほとんど描かなくなってしまっ
て、本当に大きな概要の図面だけ描き、
あとは、現場で、職人と話しながら、
その場その場で決めていく。お施主さ
んも含めて、一緒に造りながら、現場
で決めていくという、やり方をしてま
す。このようにして、大工の棟梁と常
に、現場で話しながら、どういう納ま
りがいいか、どんな材料がいいのか、
そうすることによって、造りながら、
そこで発見した材料だったり、そこで
発見したアイデアというのが、現場の
中で行われていくこと、誰かがトップ
に立って、誰かが決めるのではなくて、
常に現場の流れの中でで決まっていく
ということを、大事にしてます。

分業というのが解けていく

　これ、すごくいい写真だと、僕は
思っているんです。僕のスタッフは大
工で、右にいるのも大工で、帽子をか
ぶっているのが庭師、左と右も大工な
んですよ。だから、だんだん、ここの
現場を作り上げていく中で、それぞれ
分業されていた、デザイナーだったり、
カーペンターだったりというのが、み
んなで最後、庭を造るという方法に
なってきて、だんだん、分業というの

が解けていく。施主と設計者がなく
なっていく。そして、その中で、建物
が完成というのが、いつなのかという
のが、ちょっと分からない状態になっ
ていく。そういう建築の在り方という
のが、われわれにとっての仕事の在り
方かな。こうやって常にみんなで、風
景の中で、労働していく。自然の中で、
労働を積み重ねていく。これ、誕生日
の時の写真です。それが私たちにとっ
ての、大事な在り方だと思って。この
写真もすごくいいなと思っています。
後ろにヘゴがあって、その下でわれわ
れが話をしているということですね。
　最後に、お伝えしたいのが、ちょっ
と強引にまとめますが、３つのプロ
ジェクトを通じて、私が着目したいの
は、「労働」なんですね。建築を造る
という行為を通じて、人間が土地につ
ながりを求めていく。人間が土地に働
きかけを行うということと同時に、こ
こでずっと仕事をしていると、土地や
風景が、どんどん人間に働きかけてく
れるんですね。その相互的なこと、人
間が自然に語りかけるのではなくて、
同時に、自然が人間に語りかけていく
という、コミュニケーションがある。
このような関係性があることによっ
て、建築は成り立つと思っています。
だから、そういう土地と人間が一体と
なっていく感覚、無言だと思っている

「自然」というのが、さまざまに私た
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ちは話しかけられているということ、
それをどうやって拾っていくか、どう
やって耳を傾けているのかというの
が、僕の仕事だと思ってます。
　だから、僕にとって、建築家の役割っ
ていうのは、何かコンセプトを与えて、
自分の思想をもたらすとか、論理をも
たらすというのではなくて、それは近
代という時代を通じて洗練されてきた
やり方だと思うのですが、一方で、僕
が信じたいのは、もう一つの建築家の
役割、つまり、見いだすこと。人や人々、
土地に対して、耳を澄まして聞き役に
徹すること。そして、それぞれの営み
の関係性を見いだすこと。そして、そ
れを通訳、トランスレーターというか、
媒介者としての建築家像、それが私に
とっての、建築家としての役割だと、
考えています。以上です。

高橋　ありがとうございます。まさに、
関係性をどう見いだすかというのが、
今日いる全ての人が共通することかな
と思いました。詳しくは後ほどに。あ
りがとうございます。順番に、次、橘
田さん。よろしいでしょうか。

自然と人を媒介する

橘田　沖縄で染色をしています、橘田
と申します。全部、植物の色、先ほど、
山口さんからこっちにつながったなっ

て思ったのは、私もずっと、自然と人
を媒介するというテーマ、コンセプト
で、自分の作るものを制作してます。
染色っていうのは、それこそ、水を媒
介として、植物のもともと持っている、
目に見えてないものを、水を媒介とし
て、目に見える形として現出させるみ
たいなのが、染色の一つのプロセスだ
と思ってるんですね。それは、さっき
のお話からの続きだとして、ちょっと
私の話をさせてもらいます。もともと、
瀬戸内海を望む、明石という町で生ま
れたんですけど、そこが海辺の町だっ
たんですね。毎日、海と空が、家の目
の前から、200 度ぐらい見渡せるとこ
ろで育ったんですけど、なので、ずっ
と瀬戸内海って、鏡のように平らな水
面をしていて、そこに空が映り込んで
いる。毎日それを見ていて、自分の中
の美しさというものの物差しが、自然
の色というので出来上がっていったん
だと思います。成長していくにつれて、
多分、自分がこの世界で美しいなと思
うものが、自然の色以上に美しいと思
えるものを見つけられなかったんだと
思うんですね。そんなふうに、自分は
色を扱う人なんだ、色のことをやりた
い、みたいなところから、自分の服を
自分で作って着てたりしたのもあった
んですけど、染めてみようみたいなこ
とが始まるわけなんですよね。
　それが 1998 年ぐらいに、自分の服
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を自分で作ってる中で、既製の服の色
だとつまんないなって思い始めて、染
色っていうのを自分の制作の中に入れ
てみたんです。制作といっても、ただ、
自分が着るものを作ってただけなんで
すけどね。でも、気に入ってる色のも
のが売ってない、なんか違う。最初、
化学染料で染めてみたんですけど、そ
のときに、排水が気になっちゃって、
自分の小さな東京のマンションの一室
で染めてたので、排水がすごい気に
なってきて、これ、どうしたらいいん
だろうって思ってる頃に、草木染って
あるよねと思い当たったんです。その
頃って、まだ、植物染色の服というの
は、おじいちゃん、おばあちゃん、一
部の趣味の人が着るようなものしか、
流通してなかったんですよ。全然な
かったのね。なんか地味な色しかない
のかな、草木染ってと思ったときに、
十二単の色を思い出したんですよ。染
まらない色って、ないんじゃないかな
と思って、私はこれをやってみようと
いうところから始まって、そう思うと
やっぱり、化学染料以前って、全部自
然の色なんですよね。どの文明も全て
が、文明前から、そういうふうに、色
というのは自然のものから抽出されて
たわけで、出ない色はないということ、
私がやるんだみたいに思って、自分の
服を植物で染めて、作り始めました。
　98 年に始めて、仕事としてやり始

めたのが 2000 年代、2002 年、2003 年
ぐらいから、植物染色で、こういう着
る物を作り始めていました。千葉の鴨
川というところで。まきの火の煙を
使って、まきで染料を煮出して、でき
るだけ自分たちで染料も採取したり、
そういうふうに制作をしたかったの
で、自分たちは田舎にしか住めないな
と思っていました。千葉の鴨川という
ところで、まきを使って染色をしたり
とか、藍の栽培もちょっと始めたりと
かしてたんですけど、2011 年に東日
本大震災が起きました。そのときに、
自分たちの使っている染色とか、暮ら
しの土台になる、水とか、土とか、空
気とか、そういったものに対して、疑
うということが生まれちゃったんです
よね。こうやって、当たり前だと思っ
てたものが、吸っていいのか、この水
で染めていいのかっていうふうに、疑
問を持ちだしたら、これをこのまま、
ここで続けていくよりは、いったん、
離れようと。2011 年に震災が起きて、
割とすぐ、2 カ月後ぐらいに、沖縄に
引っ越してきました。
　沖縄に引っ越してきて、それまで
ずっと、染料の自給っていうことを、
自分たちはやりたいなと思っていたと
ころに、偶然、先ほど、フレドリック
さんをご案内した、藍の畑と、何百年
もそのまま使われてきた藍のつぼの場
所があるんですけど、染料を作る場所
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ですね。そこに出合って、ちょうど、
そこのオーナーっていうか、そこで染
料づくりをなりわいにしてらっしゃっ
た、おじいちゃんとおばあちゃんが、
もうこのお仕事は辞めるというふうに
おっしゃったので、それを私たちは、
タイミングとして出合ってしまったの
で、どうにかつなぎたいって、やっぱ、
思ったんですよね。私たちの世代って、
何万年っていう中で、人間がつないで
きた知恵だったりとか、技術みたいな
のが、どんどん消えていく時代にきて
いると思っていて、これ、目の前に来
たし、私たちがここで、このことをや
るってならなかったら、この技術すら
消えてしまうんだって思ったら、もう
やるという選択肢しかなかったし、そ
こで琉球藍の栽培っていうのは始まり
ました。
　その後、こうやって服を作ってたん
ですけど、やっぱり、服って、物なの
で、服に耐久性だったりとか、できる
だけ色が長く持つとか、機能がやっぱ
り、重要視されるので、この制作の後、
私は、インスタレーション、空間作品
の制作に入っていくんですけど、そう
いうものを作ろうと思ったきっかけっ
ていうのが、沖縄に来て驚いたのは、
これ 2016 年から始めたインスタレー
ションの制作が、スライドショーで流
れるはずなんだけどな。どうかな。映
らないかもしれないな。まあ、よしに

する？ちょっと動かないね。スライド
ショーが。ごめんなさい。取りあえず、
映像を流しておきます。沖縄に来て、
とても驚いたことが、私、本土に住ん
でるときから、もちろん自然というの
が、自分の美しさの軸だったっていう
のは、さっきお話ししたんですけど、
沖縄に来たときに、自分の知ってる自
然という概念を越えたような、何か野
生という言葉のほうがふさわしいよう
な、スケール感の自然みたいなのを初
めて感じたんですよね。
　そのときに、日本の本土で感じてた
自然っていうのは、長い間、人間が関
わりの中で、ある程度、管理をしてき
たっていうか、そういうものを自然
だって思ってたんですけど、沖縄に来
たときに、人間の時間だったりとか、
価値だったりとか、そういうものが入
り込んでない、それの外側にあるよう
な、ちょっと言語化難しいんですけど、
野生だったり、神秘だったりするよう
な、そういう自然がまだ残ってるんだ
ということに驚いて、一つのパラダイ
ムシフトみたいなことが自分に起こっ
たんですよね。色染めてみても、やっ
ぱり、内地にいたときの植物と、全然
違って、例えば、フクギという植物の
黄色にしても、今まで見たことないよ
うな力強さだったりとか、色そのもの
が発してるものが、今まで見たものと
は違ったんですよね。その感動みたい
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なものを、服という媒体だと、ちょっ
と伝え切れないなって思ったのが、イ
ンスタレーションをやろうと思った
きっかけの一つで、もう一つのきっか
けは、洋服という媒体だと、お金を
出して買うという行為につながるわけ
で、誰かの所有になるんですよね。

色という生命力

　でも、物欲とは、全く懸け離れたと
こで、色というものそのもの、色とい
う生命力そのものを、じっくり味わっ
てもらいたいっていうのが、自分の中
に強く、思いとして出てきて、そのと
きに、空間作品として、買うことので
きないものを作ろうっていうふうに
思ったのが、インスタレーションを制
作するきっかけになりました。そこか
ら、衣服の制作をしながら、それとバ
ランスを取るように、こういう全くお
金にならないような、インスタレー
ションの制作を並行してやっていくっ
ていうことで、自分はバランスを取っ
てる。どっちも両輪なんだろうなと
思ってるんですけど。スライドショー
が映らなかったのが残念なんですが、
ありがとうございます、これ、京都の
お寺で、初めて、インスタレーション
の作品として発表したものなんですけ
ど、このときのテーマというのは、人
間も、自然も、動物も、虫も、全ての

存在が、優越なく等しいっていう目線
の中で、何を表現するか。
　私はそのときに、布と色で表現して、
その他に、音の人とか、香りの人、お
茶の人、いろんな関わりのある人たち
に、そういうふうに声を掛けさせても
らったんですよね。全てがこの場所に
おいても、等しく存在しているとする
ならば、あなたはどのような表現をさ
れますか。それだけがテーマなので、
それを持ち寄ってくださいというふう
に伝えて、この場をつくりました。こ
れ、京都の安楽寺というお寺でしたね。
だから、インスタレーションという便
宜上、言葉を使うんですけど、作品と
いう表現が、自分にはどうもフィット
しないときが多くて。作品というと、
どうしても、私が作りました、みたい
なニュアンスが強くなるんですけど、
私はただの通り道でありたいと思うの
で、できる限り、自分っていうのを排
して、何かを素直に表出させる間のも
のでありたいなというのは、いつも思
います。そんなふうに、ものづくりを
してます。言いたかったこと、たくさ
んあったんですけど。

高橋　ゆっくり、もう一回、次のター
ンで話をね。

橘田　なかなか言えないですけど。
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高橋　私もすごい今、聞きたいこと、
いっぱい。どこで、合いの手を入れよ
うかなと思いました。

橘田　そうですね。じゃあ、そんな感
じで、10 分ぐらいたっちゃったかな
と思うので、次は。

高橋　ありがとうございます。次、じゃ
あ。

橘田　バトンを渡したいと思います。

高橋　それでは、早野洋介さん、ご準
備はよろしいでしょうか。

早 野　 早 野 と 申 し ま す。 北 京 で、
MAD Architects という建築事務所を
やっており、今年で 20 年になります。
ちょうどこの週が立春、中華新年なの
で、たまたま日本に帰ってきており、
そこで今回、このような会に参加させ
ていただき、非常に興味深くお話を拝
聴しておりました。オフィスは北京に
ありまして、中国人のマ・ヤンソンと
ダン・チュン、そして日本人の私の 3
人パートナーでやっています。これが
北京のオフィスの様子なのですが、大
体、北京のオフィスで今 80 人ぐらい
と、イタリアのローマ、アメリカのロ
サンゼルスにもオフィスがあって、そ

れぞれ 15 名ほどいて、世界中でプロ
ジェクトを並行して進めています。わ
れわれが今、現代をどう考えてるかと
いうことを、少し、今回のテーマに関
わるかなと思うのでお話させていただ
きます。今の時代、我々が建築を建て
るための社会が、どのような状況に
なっているかと考えると、都市の時代
に入ってきてるんじゃないかと思って
います。
　20 世紀のグローバリゼーションを
経て、さまざまなテクノロジーが表れ
て、われわれが現状をどう見てるかと
いうと、世界中の都市に向かって、新
しい線が引かれ始めているんじゃない
かと思います。ある都市からある都市
へと、またそこを中心に、また新しい
線が引かれ始めてる状況かと思いま
す。それは人の流れであり、資本の流
れであり、新しいアイデアの流れかと
思います。今まで見てきたわれわれの
世界地図とは違う地図が、今、世界に
引かれ始めてる中で、われわれの「未
来」や「都市」は、どのような状況を
迎えているのかを考える必要があると
思っています。現状を進んだ先にある
未来に到達するということが理想的で
ある訳ではなく、明らかにあるパラダ
イムが変わった現代、われわれは社会
において、望むべき未来が、どんな場
所になっているかを見据えて、各プロ
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ジェクトを推し進めていかなきゃいけ
ない。プロジェクトごとに個別に対応
するという考え方を変えてかなきゃい
けない。それは恐らく、今日話してい
ることも含め、環境の変化であったり、
気候変動、さまざまなスケールで多く
の方が語られているけども、それと同
じように、都市における建築も、つく
り方をどう変えていくのか、未来に対
して、ある一つのプロジェクトをクラ
イアントから依頼され、それに対する
回答を与えるのではなくて、ある未来
のビジョンに対して、それを実現する
為に、一つじゃ足りなければ、三つ四
つ、束になってでも、未来をつくって
いく態度に、変えていかなきゃいけな
いんじゃないかと考えています。
　我々は、アジアすなわち東洋に住ん
でいて、さまざまな歴史の中で、自然
と人がバランス、調和をとって、ある
快適な文化的な空間や住まい方をつ
くってきました。これは、中国の山水
画なのですが、ある山の上に、1 人、
仙人なのか、ある人がたたずんでいる
んだけども、そこに人がいることに
よって、我々の感情は、彼に引き寄せ
られていきます。彼が何を見てるのか。
この視点からは見えない何かを彼はあ
の場所から眺めているのだろうか、そ
こからは眺めが抜けていて、どのよう
な風景が広がっているのだろうかと、

我々の認知を拡げてくれます。自然の
中にある空間性を見つけて、それに対
して人が住まう空間としての調和をど
うとっていくか、そこには恐らく、東
洋の世界観があり、僕らは今、その延
長上の未来を生きているのだと思いま
す。資本主義により、均一化が進む現
代において、土地からさまざまなこと
が剥離していく中、それでも人、自然、
そして、都市というものが、一体につ
ながりながら、その場所でしかあり得
ない、場所をしっかりと保ちながら、
どう未来をつくっていくのかを考える
ことは、恐らくわれわれの世代に託さ
れた大きな役割であり、この機会を逃
すと、未来の風景は、一気に変わって
しまうのではないかと危機感を抱いて
います。
　時を遡り、何百年、何千年も前にこ
の土地から船に乗り、まだ見ぬアジア
に向かって行った人たちというのは、
国の境界っていうのは見てなかったの
だろうと思います。ただし、船に乗る
と、聞いたことない言葉だけど、周り
にはいろいろな人がいろいろな言葉を
使って会話をしているのを見るわけで
すよね。その中にたまに分かる言葉が
出てきたり、なんかこの人が使ってい
る道具が自分の持っているものに似て
るなということがあったはずだと思う
のです。都市と呼ばれるような場所に
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行けば多くの人が集まって来ていて何
か新しい知識や情報が得られる。では、
それをどうやって持って帰ろう、とい
うように、人を介して文化がにじむよ
うに広がってた世界があちこちにあっ
たと想像します。それを踏まえて今現
在、この先のアジアの未来をどうつ
くっていくのかということに、非常に
興味があります。人と建築と自然とい
うのが、分断されずにつながりあう、
都市の建築の在り方ができないか。例
えば、「都」というのは、歴史の中で
多くの人が集まった場所ですが、これ
は杭州という、宋の時代に都だった場
所ですが、風景が非常に美しく、世界
で初めての観光都市とも呼ばれるよう
なところです。その西湖を囲む美しい
10 の風景がどうつくられているのか
を紐解いてみると、自然の要素、人工
の要素、そして橋や湖越しなど風景を
どこから見るかというビューポイント
の 3 要素を組み合わせていて、調べて
いく中でおもしろいのが、これらの風
景を設計したのは、1 人の皇帝でも、
都市設計者でも、建築家でもなく、何
世代にもわたってこの都市に関わった
多くの知識層によって作り上げた風景
であると思います。興味深いのは、あ
る時代において、この都市が人が住ま
う場所としてどのようにあるべきかと
いう美意識が様々な人によって共有さ

れていたということなのです。ある時
点で、人間が風景に手を入れることを
止める。これ以上人工物を差し込まな
いという、経済よりも環境を優先する
判断が行われ、その結果として我々が
今目の前にする風景へと繋がっている
と思うと感動を覚えます。
　ここから、簡単に 4 つこれまでに手
掛けたプロジェクトをご紹介します。
一番初めのプロジェクトは、オフィス
を始めて、一番初めに行ったプロジェ
クトで、建築のプロジェクトではなく、
金魚の水槽です。オフィスの周りを歩
いてるときに、道端で金魚を売ってる
おじさんがいたんですね。それを見た
ときに、ひょっとして、金魚は、われ
われ建築家に、僕らが金魚の言葉を聞
こえないだけで、こんなところに住ん
でいたくないって言ってるのかもしれ
ないと思ったのです。我々建築家は、
社会でものをつくるときに、そこに住
まう人と直接コミュニケーションをせ
ずとも、つくっていかなきゃいけない
場面が多くあります。マンションを設
計するときに、nLDK という言語を
用い、一般ユーザーという、ある意味
顔のない使用者に対して設計を行って
いくことのように。では、その社会が
発してる言葉を、自分たちがいかに聞
くかということが重要じゃないかと気
づいたんです。それはつまり、金魚
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の言葉をどう聞くかということと一緒
ではないでしょうか。早速金魚を買っ
てきて、ガラスのボックスに入れてリ
サーチを始めました。餌をあげたら、
午後の光が入ってきたら、金魚がどう
動くかを調べました。
　すると、彼らはキューブ状の水槽の
中全体を泳ぐようではなかったので
す。なぜ彼らは、キューブの中の空間
を全てを使わないか。そしてなぜ、こ
のグラフ上の赤で示される場所を好む
のか。その疑問から、逆に金魚が使っ
ていない空間を彼らが好む空間の特性
によって埋めることで、金魚にとっ
て全体がより好ましい住空間になるこ
とができるのではないかと考えまし
た。すなわちキューブの一面が溶け出
して、内部が外部に解放されるという
ようなことがデザインとして見せるこ
とができるんじゃないかと展開してい
きました。実際に出来上がった作品に
金魚を入れて、その際に彼らが実際に
どう感じたかは分かりませんが、我々
はこの作品をある展覧会に出して、そ
こに我々のメッセージ、つまり、われ
われは金魚で、金魚はわれわれである
ということを伝えるために、男女の人
間の模型をそばに置いて展示をしまし
た。つまり、何がやりたかったのかと
いうと、学校なら学校、駅なら駅とい
う形の建築があるわけではなく、その

場所がどの時代にどのように使われて
いるかを理解し、社会がその建築に何
を求めてるかを聞く、そしてそこに形
を与えるのが、現代の建築家だという
ことで、この作品はわれわれにとっ
て、今でも非常に重要な意味を持つプ
ロジェクトです。
　次にアートのプロジェクトに関わる
ものですが、2018 年に行われた「越
後妻有大地の芸術祭」の一環のプロ
ジェクトです。「越後妻有大地の芸術
祭」は、非常に豊かな自然、環境の中
に、外部から建築家、アーティストが
来て、地元の人と共同することによっ
て、作品を通してどのように価値をつ
くっていくかという試みです。我々が
手がけたのが、清津峡トンネルという
場所のリノベーションです。清津峡は、
黒部峡谷と並ぶ日本三大渓谷の一つで
あり、清津川には雪解け水が流れ、柱
状節理が見事な非常に美しいところで
す。1996 年、その風景を見るための
トンネルが造られているんですね。こ
のトンネルというのは、全長 750 m、
往復で 1.5km になります。その途中
に、三つの見晴らし所と最後四つ目の
見晴らし所が設けられていました。か
つては入り口に、待合所があって、そ
こには足湯もあったり、いざ中に入っ
て 400 ｍぐらいトンネルを歩いてい
くと、見晴らし所が現れ、外に広がる
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清津峡の水の流れを見ることができる
んです。最後の見晴らし所は、このよ
うに渓谷に対して正対して、風景を見
ることができるのですが、渓谷に対し
て、風景を見るためだけの通路として
のトンネルではなくて、いかに全体の
体験を自然と出会う旅にするかという
ことをテーマに、リノベーションして
いきました。まずトンネル手前にある
エントランス施設になりますが、2 階
建てで、1 階にカフェとインフォメー
ション、2 階に上がっていくと、真ん
中には足湯があります。この足湯も、
トンネルを掘っていた 1996 年に、ト
ンネルの中から出てきたお湯を使って
いるのです。足湯の頭上は外に開いて
いて、その開口部を鏡が覆っていて、
そこに反転した遠い場所にある清津川
の風景が見えます。我々はこの旅の始
まりとして、まず足の裏でこの大地の
恵みである温かいお湯を感じながら、
外の風景は見えないけども、外からこ
の軒下を通って入ってくる風と、音と、
そして反転した川の流れを見ることに
よって、いかに自然を身体的な作用を
持って感じるかということを、まずプ
ロローグとして、感じてもらっていま
す。
　次にトンネルの中に入っていくと、
かつてのトンネル、いわゆる移動空間
だったものを、光のトンネルとして、

外部にテーマを持った 5 色の色のつな
がりと変更しました。外から光が入っ
てくる入口付近の黄色や、最後の水の
空間に繋がる青などを、照度を落とし
ながら、日常からある神聖な場所に移
動してくような、光のトンネルに作り
替えました。一つ目の見晴らし所は、
あえてかつてのままにして残していま
す。これは地元の人との話し合いの中
で、やはりこのトンネルの持つ歴史や、
コミュニティーにとっての意味を感じ
てもらうためでもあります。そして二
つ目の見晴らし所には、公共トイレを
設置しました。ドームの中の前と後ろ
にそれぞれブースがあって、特殊な半
透明の素材によって、外から中は見え
ないけれど、中から外を見ることがで
きます。しかも、表面のステンレス塗
装によって、反射し、あたかもドーム
自体が形を失うように見え、新しい形
で外部の自然を体験してもらいたいと
考えた場所です。
　三つ目が、もともとの照明器具を使
い、水滴のような形をした鏡とオレン
ジ色の照明を設置したものです。トン
ネル側にいると、なかなか暗いです
が、外部に開けた側にいくと、外の圧
倒的な光と緑が中に反射して入ってき
ます。日の光が、時間によって全く違
う風景を反射するということを体験で
きます。そして最後の見晴らし所では、
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もともとの空間に、足元に水盤を張り
ました。また、壁天井にはステンレス
パネルを貼ることで内部と外部の境界
線があいまいになり、床に川のように
写ってるのは外の空というように、内
部が外部の一部になるような状況をつ
くりだしました。実際、この空間の入
り口に立ったときは、外の川の風景は
まだ見えません。聞こえるのは、その
川の音、そして強烈に入ってくる風の
強さ、そして、徐々に水盤へと入って
いくことによって、反響や反射が変
わっていきます。この水盤の水は、外
の川からポンプアップして上げている
ので、みんなに靴を脱いで入ってもら
うんですが、夏場でもかなり冷たく、
人が入ると、冷たくて長くは水盤の中
にとどまってることができなく、速足
で移動をしていきます。人が歩くこと
によって、水面に波紋が起きて、風景
がぼやけることによって、これが初め
て、人工的なものであったということ
に気づくのです。これが、人がいない
ときは、完璧な反射となって静かな水
面を見せてくれます。365 日、外部の
自然が微妙に変化して、その反映であ
る内部も、それに呼応するように、変
化する空間になっていると思います。
この写真のようにたくさんの人が水盤
の中にいても、これだけきれいな反射
が写ってるというのは、なかなか珍し

い状況かと思います。このとき、水盤
の縁に立ち外の風景を見ながら風を感
じてる彼らは、恐らく入ってきたとき
は、異なった感情を持ちながら、日常
に戻ってくんじゃないかなと想像しま
す。今日のお話しのテーマにつなげ
ると、場所の環境、自然、そして、そ
の特徴というものと、もう一つ、そこ
にあった歴史や文化に込められたいろ
んな思いを解きほぐしながら、新しい
風景をどうつくっていくかということ
に、今、我々は興味があり、やはり、
こういう場所をどう残しながら、更新
していくかということは、我々世代の
建築家として、大きなテーマになるの
かなと思います。ありがとうございま
す。

高橋　ありがとうございます。

橘田　これは、常設なんですか。

早野　これ、常設です。ぜひ訪れても
らえれば嬉しいです。

高橋　見た方の声を記録したり、拾っ
たりもしているのでしょうか。

早野　してます。

高橋　どのようにでしょうか。ぜひ、
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その場に立った方の声を聞いてみたい
ですね。

早野　訪れた若い子たちに聞くと、ト
ンネルに光が差し込むので、手前から
写真を撮ると自分の顔がシルエットに
なる。だから普段よりも大胆にいろん
なポーズをして、写真を撮って楽しん
でいるみたいです。そのような写真が
今、インスタグラムなどで人気を集め
ているようです。自然と風景と人が一
体になる体験ができる、新しい日本の
風景の在り方みたいなものを発見する
ことができたと感じています。建築で
もなく、インスタレーションでもない、
微妙な風景のつくり方になったのかな
とい思っています。

わざの人類学とマンガ実験

高橋　おもしろいですね。聞きたいこ
とは、ぜひ、あとのフリートークで。
ありがとうございます。では、最後に
なりますが、フレドリック先生、お願
いします。

フ レ ド リ ッ ク　Thank you so much 
for organizing this meeting today. 
The content is truly rich—so rich 
that I feel we cannot possibly discuss 
everything in just one day.

　I am an anthropologist, and what 
I've dedicated my life to isn't so much 
the relationships between people 
or social and political matters, but 
rather themes of nature, animals, and 
material culture.

　I used to lead a research network 
in France cal led "Techniques & 
Culture," which studies social and 
cultural dimensions of techniques 
and materiality. When translated 
from English to Japanese, I believe 
"Techniques" corresponds to the 
concept of "waza" [skill/technique/
craft culture]. I have worked with 
many people from Japan and Europe 
in order to make a collective and 
interdisciplinary book on the topic.

　Through my work, I've come to 
believe that it's a mistake to divide 
"savoir-faire", "know-how," "knowledge 
and making", into two opposing 
categories. We published the book 
about waza with contributions from 
25 people from various fields—not 
just anthropologists, but also those 
in literature, carpentry, architecture, 
and more "Waza, l'art ineffable de 
l'apprentissage" 2021 (dir. Joulian, 
Shimada, Takada, Tian) Paris : EHESS 
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(https://journals.openedition.org/
tc/16054?lang=en).

　In Western understanding, there's 
a tendency to separate humans from 
nature, and nature from culture—to 
think in dualistic terms. But in Japan, 
I believe there's another integrative 
way of thinking where culture exists 
within nature, and nature exists within 
culture.

　Therefore, whether in French, 
Italian, African languages, or Japanese, 
I think it's better to recognize these 
concepts as local terms rather than 
academic scientific terminology. So the 
role of anthropologists, I believe, is to 
discover this diversity of useful local 
lexicons.

　This photo is of my father, who 
works as a carpenter in France. He 
was 88 years, but he still works using a 
chainsaw, a planer or a spindle molder. 
Regarding waza and the use of tools, I 
was influenced by my father. He was 
truly an expert I learnt from.

（今日は、このようなミーティングを
催してくださいまして、本当にありが
とうございます。もう本当に内容が豊
かで、豊か過ぎて、1 日では、本当に

語り尽くせないと感じております。私
は人類学者で、私が人生を懸けてやっ
ておりますのは、人と人との間柄です
とか、社会や政治的なものというより
も、自然や動物、そして、モノ文化と
いうものをテーマとしてやっており
ます。私はフランスで Techniques & 
Culture,「わざと文化」に関する研究
チームのリーダーをしています。英語
でいうところの Techniques & Culture
でやっておりますけれども、これを日
本語に翻訳をした場合に、Techniques
は「わざ」を意味すると考えます。私
は、これまでわざについて、多くの方々
と一緒に仕事をしてきました。これま
での仕事を通して、知識と作るという
ことを対立するように二つに分けてし
まうことは間違えであると思っていま
す。このわざに関する本を、人類学者
だけではなく、文学や大工仕事、建築
家など、25 名のいろんな分野の方に
寄稿していただきまして、出版しまし
た。
　我々、西洋的な認識では、人間とそ
れから自然というもの、自然と文化と
いうのを、分けて考える、二元論的に
考えるというようなものがあります
が、日本では、自然の中に文化があ
り、また自然が文化の中にあるという
ような、統合するような考え方にある
と思っています。このため、フランス
語であれ、イタリア語であれ、アフリ
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カの言葉であれ、日本語のものであれ、
学術的な用語としてよりも、その地元
の言葉として認識していくことが、よ
り良いと考えます。ですので、人類学
者の役割というのは、このような多様
性、これを見いだしていくことである
と思っています。
　この写真は、私の父なんですけれど
も、フランスで大工をしています。今、
88 歳なんですけれども、今もチェー
ンソーを使って仕事をしています。わ
ざや道具の使い方という点について、
私は私の父から影響を受けました。非
常に、父は専門家です）

　I am also a scientist, and I've been 
studying chimpanzees in Africa for 
30 years. Chimpanzees also use what 
could be called techniques. They 
possess the skill to crack nuts with 
hammer-like tools, breaking them 
open in just one or two strikes. When 
I tried to imitate them and crack nuts 
myself, it took me three whole months 
to master a successful opening.

　In this way, I've studied animal 
behavior in the natural world, and 
we've learned lessons about how to 
live in and with nature. I find it very 
difficult to explain exactly how these 
techniques work.

　I'm trying to understand this 
behavior, this knowledge, this waza, 
and how one lives and dwells within 
this context without hierarchies 
between humans and non-humans 
beings.

　Today, all participants are trying to 
explain their existence in the present 
moment through the act of making 
something. This makes me, as an 
anthropologist, wonder how we should 
approach this task. Anthropologists are 
searching for new methods to convey 
various ideas and ways of thinking 
between different cultures.

　In today's discussion, the word 
"Ma" (between, interval) has come 
up, and I think this concept of ma is 
very important. Waza and Ma, yes. 
I believe this concept of Ma should 
perhaps be applied not just between 
humans, but also between humans and 
non-human societies.

　Over the past decade, my practical 
solution for thoroughly understanding 
and giving form to ideas has been to 
use graphics—to use manga.
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　There's a French manga artist, 
François Boucq, I like, and I ask him 
to draw ancient hominids or an "Ape-
Man". What you're seeing now is a mix 
of human and gorilla or chimpanzee, 
which became another way to visualize 
and explore a prehuman alterity. Using 
pictures and photographs allows us to 
create chimeric entities. I believe such 
chimeras are necessary for imagining 
the future. So, I myself arrived at 
"manga" exploration.

　This diagram shows "pure science", 
but when people look at it, it becomes 
rather dull in form. So I arrived at 
manga as an art-science mean for 
people. The challenge, I think, is 
how to integrate and synthesize the 
different types of intelligence and 
techniques of scientists, manga artists, 
architects, and craftspeople. There 
are various professions, and success 
depends on how we curate them—
how we weave together these different 
types of activities and languages.

（私はサイエンティストでもあり、30
年間、アフリカでチンパンジーの研究
もしてきました。チンパンジーも、い
わゆる技というのを使っています。チ
ンパンジーは、かなづちのような、ハ
ンマー的なものを使って、木の実を 1

回で割ったり、2 回で割るという技を
持っています。私も、まねをして、ナッ
ツを割ろうとしたんですけれども、私
の場合は、3 カ月もかかってしまいま
した。
　このように、自然界の中で、動物の
行動なども研究してきたわけですけれ
ども、自然の中で、そして、自然に対
して、どのように生きていくかという
ことのレッスンを、私たちは学んでき
ました。この技をどのように説明をす
ればいいのかというのは、とても難し
いと思います。この行動、それから知
識、わざ、ここに暮らす、住むという
ことを、どのようにしているのかを理
解しようとしています。
　今日の皆さんは、何かものをつくる
ということを通して、今、ここに生き
ているということを説明をしようとし
ている。それでは、人類学者はどのよ
うに、それをやればいいんだろうかと
悩むわけです。人類学者というのは、
異なる文化の間で、いろいろな考え方
やアイデアをどのように伝えることが
できるのか、その新しい方法を模索を
しています。
　今日の話題の中でも、『間（あいだ）』
という言葉が出てきましたが、このあ
いだという考え方がとても重要だと思
います。わざとあいだ、ですね。この
あいだという概念は、人間同士ではな
く、人間ではないものと人間の間にも
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使われるべきだと思います。
　この 10 年間で、私がアイディアを
しっかりと理解して形態を伴った、実
践的なソリューションとして編み出し
てきたものは、グラフィックを使う、
マンガを使うという手法です。私が気
に入ってる、フランスのマンガ家がお
りまして、その方に猿人を描いてもら
いました。今ご覧いただいてる、人間
とゴリラなのか、チンパンジーなのか
のミックスというようなことで、これ
をソリューションにしたわけです。絵
や写真などを使えば、いわゆるキメラ
的なものをクリエイトすることができ
ます。将来を想像していく上において、
キメラが必要だと思います。というこ
とで、私自身は、「マンガ」に行き着
きました。
　これはもう、純粋なるサイエンスな
んですけれども、これは人にとって、
私たちが見るときに、つまらない形に
なってしまうということで、人々のた
めの、アートサイエンスということで、
マンガのほうに行き着きました。問題
は、例えば、サイエンティスト、それ
からマンガ家、建築家、そして、もの
づくりをする人たちの、知性や技、そ
れぞれ違うタイプ、それをどのよう
に統合して、まとめていくかというこ
とかなと思います。いろいろな仕事が
あって、それをいかにキュレートして
いくのか、違う、いろいろなタイプの

ものをいかにそうやって編み込んでい
くのかということが、成功に関わって
くるのだろうと思います）

　Regarding how I approach this 
work, I'm trying first to learn from the 
past—that is, learning from mentors of 
the past. There was a person named 
Kon Wajirō, who might be called 
the father of modernology. He drew 
pictures or manga depicting the styles 
of people of his time. In Kyoto during 
the 1920s, after the Great Kantō 
Earthquake, he illustrated how people 
were sleeping on the streets. As an 
interesting comparison, there's the 
great anthropologist Marcel Mauss, 
who published a paper on the "Body 
Techniques" in 1936 describing with 
words analogous cultural body customs 
Kon Wajiro did by drawings.

　I'm engaged in manga anthropology 
activities with a landscape manga 
artists, Horiguchi Itsu, from Kyoto 
Seika University, than with Aurelia 
Aurita, the manga artist who created 
"Ichigo to Chocolate" LEED  2017 
(https://to-ti.in/product/fraise_et_
chocolat), We created with Horiguchi 
an exibition about Japanese washi 
papermaking and with Aurelia and 
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Matthias, the architect) a Manga on 
eco-construction published in 2025 
"Concrete versus bamboo, propositions 
for Mayotte Island and the World" 
https://www.editions-delcourt.fr/bd/
preview/le-beton-et-le-bambou

　In our research, rather than simply 
presenting our findings as academic 
papers stating conclusions, we convey 
the story of the research itself. We're 
trying to communicate the stories 
of research activities by architects 
and ethnographers in this way. For 
example, I observe artisan's gestures 
while the mangaka is able to make a 
narrative of the technical aspects and 
of the "milieu" (fudo). A "scientific" 
manga is able to integrate different 
visions, another way to tell artisan and 
researcher experiences. 

　Therefore ,  I  f ind the objects 
themselves very interesting. Here 
are a brush and camellia leaves, but 
these camellia leaves are actually more 
important, even if they are perishable, 
than the horse hair brush—they 
show that the technique of washi 
papermak ing i s  comple ted and 
successful because of these leaves used 
to seal the papers ends.

　We exhibited these elements in 
Provence, France, bringing in objects 
like this for people to see. I'll skip the 
details, but we created manga about 
this kind of process where interactive 
exchanges emerged with visitors.

　From this exhibition, we introduced 
washi in France. In France, people 
were extremely interested in how we 
turned the process into manga. And I 
ended up working on a new project on 
Mayotte Island in East Africa, building 
houses using bamboo—a sustainable 
architectural method.

　Mayotte is a very small island with 
a volcano and coral reefs—in that 
sense, it's similar to Okinawa, with 
similar tropical vegetation. There's 
currently a social problem there with 
large numbers of immigrants arriving 
and slum formation among the poor. 
There's also soil erosion. Moreover, 
modern architecture there consists 
entirely of concrete buildings.

　While the Mayotte administration 
is promoting this model of concrete 
buildings, we worked with a French 
architect to see if there might be 
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other methods. We worked with local 
craftspeople to construct buildings 
using bamboo and clay.

　We've drawn all the operational 
sequences (chaînes opératoires), 
natural and social contexts in a manga 
form, as mentioned earlier. We're 
currently producing a new manga with 
a French publisher titled "Concrete VS 
Bamboo." I've gone on a bit long, so 
I'll stop here and show images.

（私がどうやってそれをやるかについ
ては、過去から学ぼうとしております。
すなわち、過去の人から学ぶというこ
とで、一つ前のスライドで、今和次郎
という人がおりまして、いわゆる、近
代学の父と言っていいのかなと思うん
ですけれども、その当時の人々のスタ
イルを絵に、マンガに描いたというこ
とで、京都で 1920 年代に関東大震災
ですかね、大きな震災があったとき、
人々が路上で、どういうふうな寝方を
していたのかというようなことを描い
た、絵にしたということで。興味深い
対比として、ヨーロッパの人類学者の
マルセル・モースがいます。モースは、
1936 年にボディテクニックという論
文を発表しています。
 
　私は、京都精華大学で、マンガ家の
方々と、マンガ人類学という活動を

やっております。日本語にも翻訳をさ
れている『ストロベリーとチョコレー
ト』という作品の漫画家であるオヘリ
ア・ウリタさんや、ホリグチさんとい
うランドスケープのマンガ家の方と一
緒に、日本の和紙作りのマンガ作品を
作りました。
　私たちの研究では、研究成果を、た
だこういう結論が出たという論文とし
て表明するのではなく、その研究のス
トーリーを、このように見える形で伝
えている。建築家やエスノグラファー
などの研究活動のストーリーを、この
ように伝えようとしています。このよ
うに、例えば、私は皆さんの動きをこ
のように観察している。しかし、マン
ガ家の方は、技とかテクニカルな部分、
社会的な部分に注目して観察してらっ
しゃる、というお互い、違うものを見
ていることが可視化されます。
　このため、モノ（Object）そのもの
がとても面白いと考えています。ここ
に、刷毛とツバキの葉がありますけど
も、このツバキの葉が、実はブラシよ
りも重要で、これがあるが故に、和紙
の技が完成をするということを示して
います。このような要素について、フ
ランスのプロバンスにおいて展示をし
まして、オブジェクトをこのように持
ち込んで、人々、皆さんに見ていただ
きました。細かいところは省きますけ
ども、このように、こういう場のプロ
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セスを、双方向の交流が生まれて、そ
れをマンガにしていくということをし
てきました。
　このような展示から、和紙について
フランスで紹介しました。フランスで
は、そのプロセスをマンガにしたとい
うことに、すごく興味を持ってもらい
ました。そして、私は、東アフリカの
マヨット島（Mayotte Island）で、竹
を使って造るという、サステナブルな
建築方法で、家を造る、新しいプロジェ
クトをすることになりました。
　マヨット島、とても小さな島で、火
山があって、サンゴ礁もあって、そう
いう意味では、沖縄とも似てるんです
けども、トロピカルで植生も似ている。
ここで、今、移民が大量に押し寄せて、
貧困層が住むスラム化が進むという社
会問題があります。さらに、土壌の浸
食があったり。さらに、近代建築では、
すべてコンクリート建築ずくめになっ
ています。
　マヨットの行政が、このようなコン
クリート建築のモデル化を進めている
んですけれども、私のほうは、他に方
法がないものかということで、フラン
ス人のアーキテクトと共に、活動しま
した。現地の職人さんと、竹や粘土な
どを使って建物を造ることをやってい
きました。オペレーションの流れで
すとか、寸法だとか、そういうのも全
部、先ほどのようなマンガの形で描い

てきました。新しいマンガをフランス
の出版社と共に、現在、制作中で、『セ
メント VS 竹』というタイトルです。
ちょっと長くなりましたけれども、こ
の辺で止めておきたいと思います。​）
​​
高橋　ありがとうございます。フレド
リック先生。どうしましょう。あと、
残り 30 分ぐらい。きっと、それぞれ
のプレゼンテーションについて聞いて
みたいことがあると思うので、自由に
いきましょうか。今の竹建築の話、も
う少し、聞きたいんじゃないかなとか
も思ってたんですけど。どうぞ、早野
さん。

早野　竹というのは、マイヨット島で
はよくある植物なのでしょうか。

フレドリック　古い時代に、外から持
ち込まれた植物です。

早野　でも、今では家の建築材として
は使われていないということでしょう
か。

フレドリック　もともとの伝統的な家
屋は、竹でできてたんですけれども、
それで、今は中国の非常に大きな竹や
土、木材、様々な野菜の繊維を使って、
また建築をしようというふうに、友人
とやっています。
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高橋　竹というのは、建築材としての
価値はある一方で、増えてしまうこと
が、いろんな地域で問題になっていま
す。マイヨット島でも、生態系を変え
るような現象も起きてるんでしょう
か。

フレドリック　包括的な環境問題とい
うのもあって、竹というのは、やはり、
管理をきちんとしないと、どうしても
生い茂ってしまって、例えば、川をふ
さいでしまったりっていうことで、山
へと続く川をまた流れるようにするた
めに、管理しなくてはいけなかったり
しますし、あと、その他にも、プラス
チックの問題ですとか、化学薬品の問
題ですとか、マヨット島には、いろい
ろ問題があって、移民ですとか、あと
は、やはりそれに伴って、暴力の問題
とか、そういうのもあります。そうい
うふうに、近代化がどんどん進んでい
く中で、自然のものではなくて、コン
クリートを使ってしまうっていうこと
が起きています。
　私にとって非常に重要な問題ってい
うのは、どうすれば、新たな夢が可能
になるのかっていうことなんですけれ
ども、今までそういう人たちが思い描
いてた夢っていうのは、近代化、いわ
ゆる、コンクリートを使って、空調を
効かせてっていうようなことだったん

ですけれども、やはり、人々のローテ
クの部分というのが、とても大事だと
思います。実際にはローテクであるこ
とが、人にとって、重要なものだと思
うんですけれども、そこには教育が行
き届いていません。モダニティ、近代
化というのは、イコール、セメントを
使うことだと教えられており、それが
環境汚染や水資源問題をひき起こして
います。ですので、私にとって解決す
べきことは、いかにして人々に、大手
資本主義企業が売るコンクリートだけ
でなく、他にも建築や住まい方がある
のだと、伝えるかということでした。

高橋　その回答に少し近いのかなと。
昨日、芭蕉紙作家の坂奈津子さんの工
房を訪ねた時にも、フレドリック先生
から、ヨーロッパでは、手仕事、手を
使って仕事をしてきた人たちやその作
品というものが、どちらかというと、
芸術作品と比べると、価値が低く思わ
れてきた歴史についてお話を伺いしま
した。ただ、今、フレドリック先生の、
マヨットでのプロジェクトを見ると、
まさに山口さんの家の造り方と、すご
く似ているかなと思った点がいくつか
ありました。それは、その場所にある
素材を使うっていうことと、もう一つ
は、多分、その伝統的な方向で、一緒
に、地域の方と造ることによって、外
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から来た研究者が何か教えるっていう
立場から、その土地の人たちの知識や
技を教えられるという立場に変わって
いくプロセスを生んでいるというとこ
ろが、このプロジェクトのおもしろい
点だと思いました。そのプロセスの中
で、教える、教えられるという関係性
が反転したり、混ざっていくというこ
とに、私たちが知識を伝達していく新
しい方法の可能性があると聞きながら
思いました。

山口　そのプロセスっていうことの中
に、きっと、教育、エデュケーショ
ンっていうのが含まれていくのかなと
思う。

音響係　マイクを。

山口　ごめんなさい。

高橋　忘れちゃうね。どうぞ。もう一
回？

フレドリック　プロセスということ。

山口　そうです、プロセスという中に、
教育、エデュケーションというのが含
まれて、学校でされるものではなくて、
そのプロセスを共有していくっていう
価値の中で、教えるとか、教えられるっ
ていう立場を越えて、それが交換され

ていくっていうことなのかなって思い
ました。

フレドリック　今、私たちがお互い
言ったことが答えだと思うんですけれ
ども、人と一緒に何かをつくるってい
うことですね。やはり、例えば、何か
をつくるときにも、子どもとか、その
職人に対して、技が大事なのか、どう
いう技が大事なのかっていうのを、聞
くことが大事だと思います。例えば、
何かこういう建築物を造るにしても、
木とか植物の品質、そこがとても大事
になってくると思います。やはり、学
びというものは、学校で学ぶことだけ
ではなくて、そういう身の回りにある
小さなものを学んでいくっていう、経
験から学ぶことというのが、やはり、
スタートだと思います。ですから、実
際に、ものをつくるというこの経験、
そこが学びになると思いますし、です
から、喜如嘉で、きょう、見たかたが
たも、そういう学校で、特に学んだと
いうわけではなくて、実際に、物、材
料を触りながら、どういうふうにデザ
インをしていけばいいのか、モチーフ
を作っていけばいいのか、線を引いて
いけばいいのかというのを、学んでき
たんだと思います。

フレドリック　建築家の皆さんにお聞
きしたいんですけれども、住宅のあり
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ようの違いというのをどういうふうに
コントロールされていますか。例え
ば、西洋だと、締め切って、例えば、
全くコントロールして、住環境をして
しまうというところがあるんですけれ
ども、日本の場合は、特に、その土
地、寒いところなら、寒いところなり
で、身体を温めたり、その土地のもの
を食べるとか、そういうことをしてる
と思うんですけれども、もっと自然の
中でですね。ですから、西洋の住まい
方と、日本の住まい方というのを、ど
ういうふうに取り組んでいらっしゃい
ますか。

山口　家の違いについて、建築家がど
う向き合うかということを、どう捉え
るかというと、今の建築の価値ってい
うのが、西洋の価値観から来るもので
あるんであれば、例えば、寒さに対す
る考え方というのは、家の中を完全に
密室にして、断熱にして、家のインテ
リアを完全にコントロールするという
考え方だと思うんですね。その背景に
あるのは、何かというと、一つはヨー
ロッパは石の文化である。そして、ヨー
ロッパは冬寒い。冬寒いと、人間って、
凍えて死んでしまうんですよね。それ
を死なないために、室内をコントロー
ル、仕切るという文化がある。その家
の文化というのが、発展してて、モダ
ン、モダニティというものも、そこに

あるのかなって思います。だから、そ
の対比として、われわれが考えられる
ことというのは、冬、死なない、沖縄
の暖かさということと、あともう一
つ、僕らの持っている木の文化、森の
文化っていうことが、私たちの伝統の
中から学べる、一つの学びなのかなと
思います。それは、今、僕らが持って
いる文化ということを、掘り起こして、
もう一度見直すことっていうのが、西
洋に対する、一つのカウンターになり
得る期待はありますね。

フレドリック　ありがとう。橘田さん
に質問なんですけれども、先ほど、プ
ロダクトを越えて、インスタレーショ
ンという、言葉を使われてましたが、
プロダクトを越えて、その感覚、フィー
リングを伝えていきたいとおっしゃっ
たと思うんですけれども、色の概念も
文化によって異なりますが、多様な
人々にどのように色を伝えていくとお
考えでしょうか。

橘田　これがちゃんとした答えなのか
分からないですけど、やっぱり、例え
ば言葉でも、感じてることを、そこに
ちょうど当てはまる言葉を得たとき
に、その認識というのは生まれてくる
じゃないですか。そんなふうに、風景
を、例えば、見ていても、たくさんの
色があるんだけど、その色の存在がそ
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の人の中に入ってくるのは、その色を
自分がちゃんと認知するというか、出
合うということがないと、見えてこな
いと思うんですよね。そういうのっ
て、世界を見る解像度みたいなものだ
と思うんですけど、私が例えばワーク
ショップでやるのが、いろんな緑を染
めるっていうワークショップをやるん
ですね。例えば、緑色といったときに、
ここにいる全員が思い描く緑色は、微
妙に違うと思うんです。例えば、緑っ
て、ワークショップの最初に言うの
が、黄色から青までの間は、全部緑で
す。じゃあ、あなたの今、思い描いて
る緑っていうのを、どういうふうに染
めたらいいかっていうので、緑色とい
うのは、藍で染めた青色と、フクギで
染めた黄色の重なり合いで出していく
んですけど、じゃあ、あなたが今、イ
メージしてる緑色に一番近い、緑を染
めていくのに、じゃあ、青はどのぐら
い染めて、黄色はどのぐらい染めるか、
そういうふうに伝えていくんですね。
それって、やっぱり、緑って言ったと
きに、思い描いてる一つの緑じゃなく
て、その緑の幅をとにかく広げてもら
いたい。そうやることで、世界を見る
目が変化していくんじゃないかなとは
思ってます。

高橋　その点、すごく今の質問に近い
なと思ったのが、個の認識や、個の経

験、あるいは、個の意識みたいなもの
と、社会システムを変えていくと言っ
たときに、その間をどうやってつない
でいくかということが、もしかすると、
私たちが今考えなきゃいけない問題な
のかなと思いました。

早野　きっと染め物も、いろんな文化
や文明の中にあり、自然のものを使っ
て染めてきた歴史があって、様々な人
為的な染め方が存在し、その中から土
地に独特の文化みたいなものが出現し
てきて、その過程において、どれだけ
の人が受け入れて、地域における意味
を持つカラーになってきたのかという
のがあるのだろうと感じました。恐ら
く、世界中のそういう染め物の歴史を
見ていくと、あるレンジに収まってく
るというのは、必ずあるだろうなと思
います。恐らく元の質問に近いのかな
と思いました。

高橋　Kitta さんの表現活動としてお
もしろいと思ったのは、最初は服とい
う物資文化を通して色を表現していた
ことが、インスタレーションという、
色の様々な面を感じられる空間をデザ
インする手法へと変化している。

橘田　そうですね。色というのが、やっ
ぱり、見るって視覚的なものなんだけ
ど、やっぱり、視覚を超えた何かが、
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植物で染めてる色にはあると思ってい
るので、そこは、見るっていうよりも
感じるようなものだと思うので、だか
ら、色を感じるための作品とかを作っ
てますね。色って何なのかを体感して
もらいたいっていうか。

高橋　そのアイデアとして、お茶や、
香りの専門家にも参加してもらうプロ
ジェクトにでデザインをしたというこ
となのでしょうか。嗅覚という人間の
感覚に着目していく。

橘田　そうですね。だから、五感を結
局、何がやりたいかというと、きっと、
感覚に刺激を与えたいんだと思うんで
すよ。ありとあらゆることでできてる、
ただ一つのことだけじゃ、表現し切れ
ないことがあって、私たちには五感が
あって、こういうふうに時間があって、
常に変わり続けてるものの中にいるの
で、変わり続けてるということを基準
に置いてると思うんですよね。感覚と
して。例えば、木の家だって朽ちてい
くし、植物で染めた色はあせていくけ
ど、あせないもの、壊れないものとい
うのを目的にするんじゃなくて、あせ
たり、朽ちていくっていうことが、本
質なんじゃないのって、本来なんじゃ
ないのっていうところで、でも、やっ
ぱり、台風で倒れたら嫌だよねとか、
そこのバランスをこれから私たちは、

どういうふうに取っていくのかなとい
うのは、すごく思います。

早野　1 点、質問なんですけども、先
ほどの、いわゆる、服のときに染めて
た色、服というのは、やっぱり、見て
いいなと、着た瞬間、自分はそれを見
る色じゃないわけじゃないですか。た
だし、空間に色を付けようといったと
きに、そのときに、それはあくまでも
空間の中に身を置く、つまり、いる、
そこのときに、色の使い方が意識で変
わったのかどうかというのは、すごく
興味があるポイントなんですけどね。

橘田　服は、他者にとっての環境だと
思ってるんですよね。例えば、お母さ
んが着ている服の色は、子どもの記憶
にすごい残ると思うんですよ。ちっ
ちゃい背の低い子が、お母さんのス
カートの色が、すごいケミカルな色で
染められた紫色なのか、それとも、す
ごく自然な植物で染めたピンク色なの
か、それをすごく小さい生き物であれ
ばあるほど、私たちの対比というか、
大きく感じるじゃないですか。例えば、
子どもにとって、特に分かりやすいと
思うんですけど、周りの人が着てるも
のは、環境だと思うということですね。
だから、人間の着てるものっていうの
は、環境だと思ってます。風景の中で、
やっぱ、染め物、草木の色がいいなと
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思い始めたのは、こんなに自然の色が
美しいのに、人間の着てる服の色だけ
が、不自然で気持ち悪かったんですよ
ね。じゃあ、私たちが、この植物のよ
うに、この風景の中で調和的であるに
は、もしかしたら、植物で染めた色を
着たら、風景が変わるんじゃないかな
というのも、植物染色を始めた一つの
きっかけですね。

高橋　午前中に、kitta さんの工房見
学させていただいて、すごくおもしろ
かったのは、植物から色を取ることだ
けではなくて、その素材になる植物が、
どうやって橘田さんのスタジオに辿り
着いたのかという、素材となる植物自
体の物語も大切だと思いました。そこ
に住むコミュニティの人が切った木を
いただくとか、Kitta さんと地域に生
きる方や自然との関係性の中で、その
素材になるマテリアルがやってくるプ
ロセスが大切なのだと思いました。単
に草木で染めたということだけではな
くて、その植物が、植物を育てていた
人から kitta さんの手に渡って、染色
の「素材」として価値変換するプロセ
スを、具体的な人との関係性の中で大
切にされてるという、仕事との向き合
い方をされていると思いました。

橘田　結局、コミュニケーションのこ
とだなとは思いますよね。

高橋　その点が、今回、お話を伺った
人たちの中のお仕事の仕方で、大事に
されている共通点かもしれませんね。
仕事をすることがコミュニケーション
というか、人間以外の存在も含めて、
誰かとの対話の中で生み出していくと
いうところにつながっているのではな
いと思います。

橘田　私から、逆にちょっと質問が
あっていいですか。お伺いしてみたい
んですが、いいですか。終わりますか。
大丈夫？

山口　こんな時間ですか。

高橋　そうなんですよ。一回、ここで
締めましょうね。

橘田　フレドリックさんの竹のおうち
にしても、山口の木のおうちにしても、
私が作ってるような染色の服にして
も、布にしても、ものすごく時間がか
かるんですよね。結局。多分、他のも
のを買ったり、注文したりするよりも、
時間もかかるってことは、お金がかか
るということだと思うんですね。やっ
ぱり、携わってるのが、例えば、いわ
ゆる日本の伝統工芸一般にしても、助
成金がないと成り立たないような仕組
みになっちゃってる。それはやっぱ
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り、人間の労働が時間に換算されると、
手のかかるものは、つくれなくなっ
ちゃってるんですよね。そこをどうい
うふうに工夫しながら、でも、技が失
われないようにつないでいくかって、
すごい課題だと思っています。だから、
結局、とてもいいものでも、保存され
ただけで、誰も使わなかったら意味が
ないし、例えば、植物染色でも、着物
の中には、まだ今もあるけれども、着
物は高過ぎて買えない。着物は日常に
は着れない。でも、本当に私はいいも
のだと思うので、日常に着たいってい
うところから、服に落とし込んでみた
んですけど、やっぱ、そうすると、時
間がかかるので、安いお洋服とかとは、
値段が全然、異なってきちゃうという
ことを、どういうふうに、例えば、建
築の中でも捉えていくか。それは、す
ごい課題だと思います。そういうこと
について、どういうふうに思われてま
すか。ぜいたく品になっちゃうよとい
うこと。私のやってることはね。

フレドリック  今すぐ答えはないんで
すけれども、ただ私なりの考えとか、
提案というのはあるんですが、今それ
を話すと、さらに 2 時間かかってしま
うので、これは次回への新たなトピッ
クということでいかがでしょうか。

高橋　分業という点も大事な論点の一

つですね。今までは全体のプロセスを
通して一緒にやってきたことが、何か
をきっかけに分かれてしまうというこ
とで、知識やわざの継承が途絶えてし
まう。全体を眺める眼差しを失ってし
まう。

新見　ちょっとだけいいですか。

高橋　もちろんです。

音響係　マイクを持っていただいてよ
ろしいでしょうか。

新見　さっきの、非常にコストもかか
るし、ぜいたくではないかというとこ
ろで、いよいよ私たちのお宿というと
ころが出てきます。この建築も本当に、
自分たち住むだけのためやったら、こ
こまでのものはできないです。あと、
橘田さんが染めてくれたものが、うち
は宿着になってます。これをご滞在中、
お客さまが着ることによって、私たち
運営側が感じるのは、それを着ること
によって過ごしていただく中で、とっ
ても自然と一つになっていきます。お
客さまが。最初、いらっしゃったとき
は、お客さまのお洋服、お召しものな
ので、ちょっと緊張感とか違和感が
あるんですけど、次の日の朝、お宿着
で、ここにご飯を食べにきたときとか
から、どんどん顔がほぐれてきます。
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これが、2 泊 3 日の人なら、どんどん
ですね。そんなふうに、さっき、職人
さんたちの話が出ました。一つ一つを
買うのは、大変と思います。この、今、
蚊取り線香入れたり、こういう小物入
れてます。これ、芭蕉紙の、坂奈津子
さんの作品を周りに貼ってます。後ろ、
その台座になってるのが、バショウの
繊維でできた台座です。それですね。
あと、山口君の後ろのコーヒーのフィ
ルター、これも、竹職員が一つ一つ編
んでます。とっても、これも貴重なも
ので、なかなか作る人がいないです。
今は。そういうものが、皆さんの日常
生活の中で、全て満たそうと思うと大
変だと思うんですね。それで、われわ
れお宿は、非日常ではあるものの、こ
こで体験していただいて、時間を、安
らぎを石蕗で過ごしていただきたいと
いう思いが、私の宿業のコンセプトに
かかってくるのかなという思いです。
以上、ごめんね。途中で出しゃばって
しまいました。すいません。

高橋　ありがとうございます。今日の
このダイアローグを、このような大切
な場で行うことができたことを感謝し
ます。最後に、山口さん、まとめを ...。

山口　今の、経済的にどうするのかと
いう問い掛けなんですけど、僕が今
日、話をしたように、労働ということ

を協調したのは、それはプロセスその
ものが一番大事なんだよということを
伝えたかったんですね。建築において
は、今、ここ、この場所もそうです。
僕が意識してるのは、住む人、使う人
が、工事に参加する。工事に参加でき
るような設計にするということにおい
て、お施主さんが自ら造る、そこに経
験をするということで、プロの人を使
わないでも、家が建てれるよというプ
ロセスにすることによって、コストを
少なくする、小さくするということを、
具体的に心がけていることかなという
ことですね。だから、自分自身もプロ
セスそのものが楽しいことが、自分に
とっての報酬であるということを、あ
る意味、言い聞かせながらやってます。

高橋　ありがとうございます。今日の
ダイアローグとして、大事なまとめを
してくださいました。今日はひとま
ず、ここで、いったん、しめようかな
と思います。ありがとうございまし
た。いろんな論点や課題が出てきたの
と、共通性も見えたように思います。
あと一つは、今日の 1 日を通して、私
たちの今のこの世代というか、今とい
う時代性が、今までやってきた仕事の
在り方、あるいは、それぞれの分野の
専門性の在り方をいかに変えてくか
という時にあるのだなということで
す。例えば、人類学も、古典的な人類
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学の教科書では、人類学者はサイエン
スとして、観察者の立場に立ち、文化
を客観的にいかに記述できるかという
ことが意識され、エスノグラフィを書
いてきたのですが、現在では、私たち
もコミュニティに参加しながら、一緒
にその文化を理解していくというプロ
セスを描こうとしている。新しいエス
ノグラフィのあり方へのチャレンジが
起きている。それは、例えば、今回の
フレドリック先生のマイヨットの事例
や Anthrographic の手法の開発がそう
だったと思うのですが、それぞれの
フィールドで、今までのいわゆる近代
以降の手法を、いかに変えていくかと
いうことにチャレンジされてる方たち
と、1 回目のダイアローグができたの
かなと思いました。また続きをやりま
しょう。ということで、いったん、こ
こで終わりにしたいと思います。あり
がとうございました。
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